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東桂見遺跡報告書正誤表

例言　　　　　1行目

Pl lO行目

P3　　　　　　5行目

P7　　　　　下から3行目

P8　　　　　上から4行目

Pll　　　　　19行目

P12　　　　　11行目

P119　　　　1行目

P120　　　　　6行月

P169　　　　　下から5行目

P169　　　　　下から4行目

P169　　　　　下から3行目

P171　　　　6行目

P171　　　　9行目

P171　　　　下から6行目

P174　　　　　6行目

P174　　　　15行目

P176　　　　　6行目

P183　　　　14行

P236

P238　　　　　表27　No．7

PlO1－102

誤　　り
うんだ

桂見字臼田

土師器、須恵器で石鉄

12月30日
かわばらちょう

河原町

中国山地に

西桂見遺跡く8〉あり

条、理、郷、坪

追加

平面、低面

第1～3層

第6層

第15層

最大で2．4mを計るが

入り口の幅は4．17mを計る。

短軸4．4mを計る。

短軸0．8mを計り、

短軸1．36mを計る。

短軸3．34mを計り、

鉄釘Fl

写真A

寧元宝

追加

正
うすだ

桂見字臼田

土師器、須恵器や石鉄

．11月30日
かわほらちょう

河原町

中国山地を

西桂見遺跡く8〉があり

条、里、郷、坪

【SX－03】

平面、底面

第10－12層

第14層

第29層

最大で2．4mを測るが

入り口の幅は4．17mを測る。

短軸4．4mを測る。

短軸0．8mを測り、

短軸1．36mを測る。

短軸3．3mを測り、

鉄釘F2

SD－01土層写真

熊寧元宝

⑳明黄栓褐色土（小礫・花崗岩礫多混。しまり

良し）

⑳黄灰褐色土（モサモサして、しまりが悪い）

⑮暗黄橙灰色土（花崗岩礫混、しまりが良くな

い。）

⑲暗茶灰褐色土（やや粘性をもつ。大変しまり

が良い。）

◎暗黄灰褐色土（花崗岩礫混。やや粘性をも

つ。大変しまりが良い。）
トノ

⑳暗黄灰褐色土（小礫混）＝流土

⑳淡黄灰褐色土＝流土

⑳暗褐灰色土＝流土

㊧暗灰褐色土＝流土

⑳暗黄橙茶褐色土（花崗岩礫混）＝流土

⑳明樫褐色土（粘性をもつ）

㊨暗黄赤灰褐色土（やや粘性をもつ）＝流土

⑮淡黄橙灰褐色土（やや粘性をもつ）＝流土

⑳暗黄灰色粘質土＝地山

㊥赤禍灰色粘質土＝地山

⑳風化花南岩＝地山
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布勢第1墳丘墓　第1主体部



l

「湖山長者」の伝説で知られる湖山池周辺は、数多くの遺跡が存在する

遺跡の宝庫でもあります。

平成7年のインターハイが開催される布勢総合運動公園の整備事業にと

もなって、当財団が鳥取県より委託を受け東桂見遺跡と布勢鶴指奥墳墓群

の発掘調査を実施しました。

この発掘調査によって弥生時代の墳丘墓をはじめとする多くの貴重な遺

構を調査し、弥生時代と中世の葬制など、郷土の歴史を解明する上で多大

の成果を納めることができました。

本書は、この発掘調査の結果に学術的な考察を加え、「記録」として保存

するためまとめたものです。この貴重な「記録」が文化財に対する認識と

理解を深めるとともに、教育及び学術研究のために広く活用いただければ

幸甚と存じます。

最後に、調査に際しましては、都市計画課、鳥取土木事務所、布勢総合

運動公園管理センター、桂見地区の皆様の御理解と御協力を項くとともに、

奈良国立文化財研究所や鳥取大学など関係各機関各位の御指導御助言を賜

りました。心から感謝申し上げます。

平成4年3月

財団法人鳥取県教育文化財団

理事長　西　尾　邑　次
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かつらみ　うんだ　ふせ　つるさしおく

1．本書は、鳥取県鳥取市桂見字臼田、布勢字鶴指奥に所在する、東桂見遺跡と、布勢鶴

指奥墳墓群の発掘調査報告書である。

2．この調査は、9－6－15布勢総合運動公園整備事業に伴う発掘調査で、1991年度に（財）

鳥取県教育文化財団東部埋蔵文化財調査事務所が実施した。

3．調査における測量は、国土座標第Ⅴ系を用いⅩ＝－55662．836、Y＝二13900．000と、

Ⅹ＝－55894．664、Y＝－13986．398の2点をもとに、遺跡測量システム「SITE」

でおこなった。

4．本書に掲載した実測図・図版写真は、調査に参加した全員の協力によって作成したも

のである。

5．本書に執筆編集は、調査参加者はじめ、多方面の方々の指導と支援を受けそ中村徹、

西浦日出夫、小谷修一を中心に行った。

6．布勢鶴指奥墳墓群出土赤色顔料の分析については、奈良国立文化財研究所村上隆氏、

人骨については鳥取大学医学部井上晃孝助教授、また東桂見遺跡出土の木製品の14C

年代測定を京都産業大学山田治教授に、材質鑑定は、鳥取県工業試験場佐藤公彦研究

員の御教示を受けた。なお、赤色顔料の分析、人骨鑑定、14C年代測定については玉稿

をいただき本書に載せることができた。各先生方に厚くお礼を申し上げたい。

7．本書に用いた方位は、真北を示し、レベルは海抜標高である。

8．図版中の遺物番号は、本文中の実測遺物番号に対応する。

9．出土遺物、図面等は鳥取県埋蔵文化財センターに保管されており、出土遺物は将来的

には鳥取市に移管する予定である。

10．発掘調査、整理作業中、下記の方々に御指導、御助言をいただいた。

赤木三郎、久保穣二朗、黒崎　直、坂本敬司、塩見邦彦、豊島吉則、中野知照

錦織　勤、平川　誠、松本岩雄、渡辺貞幸（五十音順、敬称略）
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図版104　SK－04・05・08遺物出土状況

SK－09完掘状況

図版105　SK－14・15・16・17遺物出土状況

図版106　SK－18・21・29完掘状況

SK－27遺物出土状況

図版107　SK－30・36完掘状況

SK－31・40遺物出土状況

図版108　SK－46・54完掘状況

SK－57・58遺物出土状況

図版109　SK－59・60・61遺物出土状況

SK－61完掘状況

図版110　SK－62・63・64・65遺物出土状況

図版111SK－67・69・70遺物出土状況

SK－73完掘状況

図版112　SK－22半裁状況

SK－24・25・45完掘状況

図版113　SK－49・66・47・78・79完掘状況

図版114　墳丘墓出土遺物

図版115　墳丘墓出土遺物

図版116　墳丘墓出土遺物

図版117　墳丘墓出土遺物

図版118　墳丘墓出土遺物

図版119　墳丘墓出土遺物

図版120　墳丘墓出土遺物

図版121中世墓出土人骨

図版122　中世墓群出土人骨・獣骨

図版123　SK－01・03・06・10・13・19・20・

37・39出土鉄釘

図版124　SK－23・50・32・80・81出土鉄釘

図版125　SK－48・85出土鉄釘

図版126　SK－56・05・14・16・04出土鉄釘

図版127　SK－17・36・58・57・59・63・61・

65・60・70出土鉄釘

図版128　SK－02・06ご07・10坦土銅銭

図版129　SK－11・13・23出土銅銭

図版130　SK－32・38・39出土銅銭

図版131SK－42・50・51出土銅銭

図版132　SK－74・86・04出土銅銭

図版133　SK－05・14出土銅銭

図版134　SK－15・18・27・58・31・63銅銭

図版135　SK－61・65・67・70西斜面

出土銅銭

中世墓出土土器

図版136　中世墓出土土器・五輪



第1章　調　査　経　緯

第1節　調査に至る経緯

湖山池周辺は、縄文時代から中世に至る遺跡が多く存在しており、県下でも有数な遺跡の

宝庫として知られている。特に南東岸地域には、特徴的な遺跡が多く分布しており、鳥取

の歴史を調べるに当たっては重要な位置を占めている。ところが、鳥取市街地再編成の一

環として国立鳥取大学や国鉄操作場（現J R西日本）などがこの地に進出してきた昭和40

年以降は、鳥取市で最も変貌が激しい地域となった。布勢総合運動公園もそうした中で工

事が1962年に着工され、野球場（現在の第1補助競技場と跳躍場）と陸上競技場が建設さ

れた。この工事に伴って、野球場が建設された水田部分（布勢遺跡）で縄文土器が、陸上

競技場の南側丘陵部（布勢第2遺跡）で弥生土器をはじめ土師器、須恵器で石鉄などが採

集され、遺物包含地として『鳥取県遺跡分布図』および『鳥取県史』に記載されている。

この布勢総合運動公園が1985年（昭和60年）に行われる「わかとり国体」の主開場に決定

されると、布勢総合運動公園整備事業に伴い鳥取県教育文化財団がこの2遺跡を発掘調査

し、その成果を『布勢遺跡発掘調査報告書』（1982年）にまとめている。

また、先述した布勢総合運動公園整備事業の第2期計画に伴って陸上競技場の西側丘陵

（現在桜の園および多目的広場となっている）が造成されることとなり、里仁32－34号境

が当財団により調査され『里仁古墳群』（1985年）で報告されている。

その後、運動公園は、少しずつ整備されてきたが、1995年開催されるインターハイの会

場と決定され、東桂見地区の水田部分に新たに体育館とテニス場が建設されることとなっ

た。この時点では、この地域に遺跡の存在は知られていなかったが、布勢遺跡と桂見遺跡

に挟まれた地域であることと、両遺跡と同様な立地場所であることから、両遺跡と同様な

遺跡が存在することが推測された。そこで鳥取県土木部都市計画課は鳥取県教育委員会と

協議し、計画地城内の遺跡の有無の確認を依頼した。そこで鳥取県教育委員会は、1990年

10月より試掘調査を行った。この調査によりこの地が縄文時代から中世までの複合遺跡（東

桂見遺跡）であることが判明した。調査結果をもとに鳥取県教育委員会は、都市計画課と

協議を重ね、体育館を遺跡の存在しない場所に建設し、テニス場も遺跡に影響のないよう

に計画を変更し、どうしても開発の避けられないテニス場7，709m戸について記録保存を行う

こととした。調査は、協議の結果鳥取県教育文化財団が都市計画課から委託を受け、東部

埋蔵文化財調査事務所が発掘調査にあたった。

当初、調査は東桂見遺跡のみであったが、テニス場の一部が東桂見遺跡と布勢遺跡の間

の丘陵部に設計変更された。この地には遺跡の存在は知られていなかったが、この丘陵先
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端部に7基の古墳が存在し、またこの丘陵部の南部分には相聞1号境という鳥取市最大の

前方後円墳の存在が知られているため、都市計画課、鳥取県教育委員会、鳥取県埋蔵文化

財センター、鳥取市教育委員会が踏査を行ったところ、開発地城に1基以上の古墳が存在

することが予想された。そこで関係者の協議の結果、鳥取県教育委員会が急速試掘調査を

おこない、遺跡の有無とその存在範囲を確認することとなった。試掘調査は、1991年8月

19日より9月16日まで行われ、弥生時代の墳丘墓1基と中世墓が開発地域全域（3，424m2）

に存在することが確認された。この丘陵部は、先述の古墳等を含めて、布勢鶴指奥墳墓群

と命名された。

試掘調査ととも＿に都市計画、鳥取県教育委員会、鳥取県埋蔵文化財センター、財団法人

鳥取県教育文化財団で協議した結果、東部埋蔵文化財調査事務所が、東桂見遺跡に引き続

き布勢鶴指奥墳墓群を調査することになった。

‘・’ヽ了、、・ぐ・韻・：言淀み

挿図1布勢総合運動公園内の遺跡分布図
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第2節　発掘調査の経過
t

調査は東桂見遺跡を1－7区に分割し、1991年4月4日より4区から開始した。調査は

4→1→7→5→2と進め9月25日に終了した。3・6区の調査は開発計画の変更により

中止となった。

布勢鶴指奥墳墓群の調査は、墳丘墓の調査を9月17日より開始し、12月30日に終了した。

現地説明会は、12月7日に行い130名の参加者を集めた。調査の経過については、調査日誌

（抄）を参考にされたい。整理作業は、現地での発掘作業と並行して鳥取県埋蔵文化財セン

ターで進められ、現地調査終了後は現場事務所と埋蔵文化財センターで行い、1992年3月

31日をもって全ての作業を終了した。

〔東桂見遺跡〕

1区　4月9日～6月26日

4区　4月4日～7月2日

7区　5月28日～8月7日

5区　6月12日～9月20日

2区　6月25日～9月25日

〔布勢鶴指奥墳墓群（3，4？4m2）〕

9月17日－12月7日

調査日誌（抄）

670m2（延べ　2，010m2）

664m2（延べ1，992m2）

2，804mア（延べ　8，412m2）

1，048m2（延べ　2，096m2）

455m2（延べ　　910m2）

4月3日　土木業者と表土除去について協議。試

掘調査結果から表土より50cmを重機で

除去する。

4月4日　4区の表土除去を開始し、第5層の黒

褐色粘土層より中世の陶器を採集する。

第4層までが表土および客土と判断

する。

4月8日　地鎮祭を行う。遺構の検出を開始する。

4月9日　1区の表土除去を開始する。

4月10日　第5層より現代の遺物が重機の走行跡

とともに見つかり、第5層まで除去す

ることとした。1区の南で東西に走る

中世の溝を検出する。4区で田下駄が

出土する。
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4月16日　トータルシステム「SITE」を導入

する。

4月20日　4区で足跡状の落込みを検出した

が、自然のものと判断した。

4月23日　鳥取大学教育学部豊島吉則教授来

所。1区の排水溝で土壌状の落込

みを検出する。

4月30日　調査協議会（鳥取県土木、鳥取県

教育委員会文化課、鳥取県埋蔵文

化財センター、藤原組、東部埋蔵

文化財調査事務所）で調査予定と

工事予定の再確認をおこなう。

5月7日　4区で梯子が出土する。

5月8日　4区で杭列、板列を検出する。

5月10日　鳥取県文化財保護委員日野琢郎、

西村昇氏来所。1区で古銭（皇宗

通宝）出土。

5月13日　鳥取県教育委員会入江圭司教育長

来所。

5月20日　財団法人鳥取県教育文化財団坂田

昭三副理事長来所。

5月22日1・4区で南北に走る古墳時代の

溝を検出する。

5月24日　4区の溝で石包丁（Sl）と土師器

小壷（Po．6）が出土する。

5月28日　4区の溝で土師器聾（Po．3）が出

土する。7区の表土はぎを開始する。

5月30日　粘土面を水田面と考えると、1・

4区遺構面が5両（当初2面）に

増加する可能性があらわれる。

6月4日　調査会議（鳥取県教育委員会、鳥

取県埋蔵文化財センター、（財）鳥

取県埋蔵文化財センター）を開き、

遺構面について協議する。

6月6日　西部埋蔵文化財調査事務所太田正
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康、西川徹調査員来所。

6月10日　鳥取大学教育学部豊島吉則教授来

所。

6月11日　調査会議（文化課、哩文センター、

事務所）で、各調査区にトレンチ

をいれ、粘土面の数を把握するこ

とを協議する。

6月12日　5区の表土はぎ開始。トレンチに

より古墳時代の水田下に2面の粘

土層を確認する。2・3・5・6

区トレンチ調査で各地区に粘土面

を5層確認する。

6月14日　調査会議（鳥取土木、文化課、哩文

センター、事務所）で、鳥取大学教

育学部赤木三郎教授に地質を検討

してもらい、地質的に遺跡の有無

を指導を仰ぐとともにプラントオ

パール分析を早急に行い、遺跡の

有無を検討することを協議する。

6月18日　4区でプラント・オパール分析用

のサンプリングを行う。鳥取大学

教育学部豊島吉則教授より土層に

対する私見（遺物の出土しない埋

もれ木層は森林の時代であった）

をいただく。

6月21日　鳥取大学地学教室が地質の現地実

習を行う。

6月24日　4区のプラント・オパール分析の

結果で、遺構面が中世1面と古墳

時代2両の計3両であることが判

明する。

6月25日　2区の表土はぎを行う。

6月26日　7区で人型木製品が出土する。7

区のプラント・オパール分析用サ

ンプリングを行う。



7月3日　7区で土師器聾（Po．5）が出土

する。

7月4日　7区のプラント・オパール分析結

果判明。遺構面は4区同様3両と

判明する。

7月15日　調査会議（文化課、哩文センター、

事務所）で土層の検討を行う。

7月16日　調査会議（都市計画課、鳥取土木、

文化課、哩文センター、財団、事

務所）でプラント・オパール分析

等の結果から今後の調査計画を協

議する。（財）日本きのこセンター

菌糸研究所でサルノコシカケを鑑

定してもらう。

7月19日　1・4区調査終了。埋め戻す。

7月23日　作業安全対策会議（都南計画課、

鳥取土木、文化課、哩文センター、

財団、事務所）において3・6区

を中止し、丘陵部を開発するとい

う開発の計画変更の申し出があり

協議をおこなう。協議の結果、丘

陵部を哩文センターが踏査し、試

掘調査を実施する。

7月24日　所長会議。教員初任者研修会の会

場となる。

7月29日　布勢鶴指奥墳墓群の試掘始まる。

8月6日　土井田憲治文化課課長、川上敬賀

文化課課長補佐来所。

8月11日　用水路から水があふれ2・5・7

区が水没する。

8月31日　7区調査終了。

9月10日　調査会議（都市計画、鳥取土木、

文化課、哩文センター、財団、事

務所）′布勢鶴指奥墳墓群調査に対

する調査計画の協議を行う。

9月17日　布勢鶴指奥墳墓群調査開始。

9月18日　気高町文化財保護委員来所。

9月20日　墳丘墓の周溝と考えられていた落

ち込みが木棺墓であることが判明。

5区調査終了。

9月27日　台風19号襲来。遺物収納テントお

よび休憩用テントが崩壊する。

9月30日　奈良国立文化財研究所黒崎直氏に

木製品整理の指導を仰ぐ。

10月3日　墳丘墓南のテラスで右列群と弥生

土器を検出。

10月4日　SD－01検出。

10月14日　墳丘墓南のテラスで弥生の木棺墓

群を検出。

10月19日　中世墓群の調査にはいる。表土よ

り古銭出土。

10月23日　木棺墓から鋼鉄出土。

10月28日　鳥取大学教育学部錦織勤助教授来

所。中世の土葬墓、火葬墓検出。

人骨出土。SD－02検出。

10月29日　中世墓群より五輪塔出土。

10月30日　極楽寺に中世墓群の供養を依頼。

11月1日　墳丘墓の第2主体部を検出。

11月9日　鳥取大学医学部井上晃孝助教授に

中世墓群の人骨取り上げの指導を

仰ぐ。

11月21日　墳丘墓第1主体部検出。

11月25日　石棺墓検出。

11月29日　墳丘墓主体部より朱を検出。

11月30日　空中写真撮影。

12月6日　調査終了。

12月7日　現地説明会。

12月19日　島根県教育委員会松本岩雄埋蔵文

化財第3係長来所。

12月20日　島根大学渡辺貞幸助教授来所。
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第3節　調査体制

調査主体　財団法人鳥取県教育文化財団

理　事　長　西　尾　邑　次

副理事長　　坂　田　昭

事務局長　若　桧　良　雄

調査担当　財団法人鳥取県教育文化財団　東部埋蔵文化財調査事務所

所　　長　　谷　尾　喜代治

主任調査員　　中　村　　　徹

調　査　員　　西　浦　日出夫

調　査　員　　小　谷　修

調査補助員　　志　田　　　睦

事務局　財団法人鳥取児教育文化財団　鳥取県埋蔵文化財センター

所　　長　　土井田　憲　治

次　　　長　　山　根　豊　己

庶務係長　　中　村　金

主任事務員　木　下　利　雄

調査指導　鳥取県教育委員会文化課

文化係長　　田　中　精　夫

文化財主事　松　田　　　潔

鳥取県埋蔵文化財センター

次　　　長　　田　中　弘

文化財主事　　長　岡　充

文化財主事　　中　原

文化財主事　　山　析　雅

調査協力　　　鳥取市教育委員会

布勢総合運動公園管理センター

道

展

秀

美
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第2章　位置　と　環境

第1節　地理的環境
ひがしかつらみ　　　　　　　かつらみ　　ふせつるさしおく

東桂見遺跡は、鳥取市桂見に、布勢鶴指奥墳墓群は布勢鶴指奥地内に所在する。

【鳥　取　県】

鳥取県は、中国地方東北部で山陰地方の東部に位置する。北は日本海に面し、南は中国

山地を境に岡山県と、西は島根県、東は兵庫県と接している。鳥取県の面積は3，492．34加

であるが、その内75％が林野であり、海岸近くまで中国山地がせまり、この中国山地から
せんだいがわ　てんじんがわ　ひのがわ

日本海にむけて千代川、天神川、日野川の1級河川が流れている。これらの河川の下流域
くらよし　　　よなご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くらよしし　よな

には鳥取平野、倉吉平野、米子平野の沖積平野が形成され、そこには鳥取市、倉吉市、米
ごし

子市が存在し、東部、中部、西部の各地区の政治経済の核となっている。また、米子市北
ゆみ　はま　　　　　　　　　　　　　　　　さかいみなとし

部の弓ヶ浜半島には、国内でも有数の漁港をもつ境港市がある。鳥取県はこの4市を中心

に39の市町村で構成され、約64万人が生活している。

【鳥　取　市】

県東部に位置し、面積237．25kが、人口14万人余りで、鳥取県の県庁所在地である。東は
いわみぐんこくふちょうふくべそん　　やずぐんこうげちょうかわぼらちょう　　けたかぐんけたかちょう

岩美郡国府町と福部村、南は八頭郡郡家町と河原町、西は気高郡気高町に接し、北は日本

海に面している。市の東・南・西の三方は山に囲まれ、北は国立公園の鳥取砂丘が広がっ

ている。市の中央部には中国山地から流れる千代川が鳥取平野を二分して南北方向に流れ、

琶盟山地
田火山地
図丘陵
巨∃台地
【≡】低地
－活断層線

挿図3　鳥取県地形図
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こやまいけ

日本海へとそそぐ。また、市の西部には池としては日本一の広さを誇る潟潮「湖山池」が

ある。

【千代川・鳥取平野】

中国山地に源にし、鳥取県東部を南から北に流れる千代川は、大小合わせて70数本の支
やずぐんちずちょう

流を集めながら八頭郡智頭町から鳥取市をへて日本海にそそぐ総延長56．8kmの1級河川で

ある。・この下流域に発達した鳥取平野は、洪積世～沖積世初期には鳥取湾（鳥取潟）と称

される入海あるいは潟湖であって、縄文時代前期以後の海過による湖沼化と、古墳時代以

後に千代川が運ぶ膨大な土砂の堆積により形成された沖積低地である。

【湖山池とその周辺】

鳥取市西部に位置する湖山池は、周囲約16km、面積約6．8kmを測る日本一広い池である。

この湖山池は、千代川による堆積作用と、湖山砂丘の発達により、かつては入海であった
あおしま　てんじんやま　さんのうさん　たりやま

ものが湖沼化した潟湖であり、旧海島である青島、天神山、山王山、足山などが、内湾で

あった面影を今に伝えている。

湖山池周辺の土壌は、北には湖山池を潟湖とした砂丘、東には低位泥炭土壌・細粒灰色

低地土壌、南と西側の支稜線上に沿っては褐色森林土壌、谷底平野には灰色低地土壌・グ

ライ土壌が広がっている。

東桂見遺跡は、湖山池南東部の放射状に広がる独立丘陵内の谷底平野に位置している。

東桂見遺跡の所在する谷は2つの谷が合流する地点にあり、北の湖山池へと開く。ここは、

現在水田に利用されているが、耕作土の下層は、「ガマクソ」と呼ばれるマコモやガマの堆

積した特殊泥炭層が数m堆積している軟弱地盤である。

布勢鶴指奥墳墓群は、東桂見遺跡の東側丘陵に位置している。標高は20～30mで、南か

ら北へ延びる風化花崗岩地帯の丘陵である。

［参考文献］

『鳥取大百科辞典』新日本海新聞社（1984）
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第2節　歴史的環境
°

【旧石器時代】

鳥取平野では、明確な旧石器遺跡は確認されていないが鳥取砂丘で黒曜石の有舌尖頭器

が採集されておりその存在を想像させる。

【縄文時代】

鳥取平野の縄文遺跡については、従来より千代川左岸と右岸で立地の差異が注目されて
とちきやま　　　おいご　　　　　　すくなみ　　　くりたに

いる。右岸の遺跡には鳥取砂丘の栃木山遺跡、追後遺跡、福部村直浪遺跡、栗谷遺跡があ

る。砂丘地に立地する栃木山遺跡、追後遺跡、直浪遺跡はいずれも、中期の遺跡であ1り、

栗谷遺跡だけが低湿地に立地する前期から後期まで遺跡である。これに対して、左岸の遺

跡はいずれも湖山池周辺の「低湿地」に立地し後期を主体としている。今回調査した東桂

見遺跡く1〉では試掘調査で福田KII式に並行する後期中頃の土器が出土している。同時
ふせ

代の布勢遺跡く3〉が東桂見遺跡の東方150mの布勢総合運動公園内にある。この遺跡では

多く遺物が出土しているが、中でも黒と朱の漆で塗られた壷型木製品、椀、石斧柄などの

木製品やもじり編みのカゴや耳栓などの当時の生活を知る遺物が注目をあびている。東桂

見遺跡の西方200mに所在する桂見遺跡く5〉は、東桂見遺跡よりやや古い中津式に並行す

る後期初頭の土器を主体とする遺跡であるが、前期末の大歳山式土器も少量ではあるが出

土している。また、木製品やトチなどの木ノ実などの植物遺体も多量に出土し、鳥取県に

おける低湿地遺跡の重要性を指摘した遺跡である。そのほか縄文土器を出土した遺跡には、
こやま

東桂見遺跡の北側に天神山遺跡く11〉、湖山第2遺跡く16〉、西方に青島遺跡く30〉、東方に
だいかく　　　　　ふるみ

大柄遺跡く21〉、古海遺跡く29〉がある。このうち古海遺跡は、千代川左岸の自然堤防上に

立地する晩期の遺跡であり、中期、‾後期、晩期で遺跡の立地場所が推移していることがう

かがわれる。

【弥生時代】

今回の調査で東桂見遺跡からも後期の土器が出土し、布勢鶴指奥墳墓群く2〉でも墳丘墓

と木棺墓が調査されているが、湖山池周辺にはこの他にも多くの弥生遺跡が確認されて

いる。

前期の遺跡は沖積地や海岸砂丘とその背後の低湿地に立地している。代表的な遺跡とし
いわよし

て、岩吉遺跡く13〉が当遺跡の北方にある。この遺跡は、肥沃な沖積地に立地し、前期か

ら後期まで引き続いて集落が営まれていたことが推測されている。また、土層の観察によっ

て、海面変化による水位上昇にともなって東から西へと次第に高い場所に居住地を移動さ

せていることも推測されている。そのほか前期の土器を出土する遺跡に、湖山第2遺跡、
みぼしやま

青島遺跡、身干山遺跡などが知られている。
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挿図4　鳥取市西北部主要遺跡分布図

集落跡　●書●
散布地他細■古墳

（丑東桂見遺跡
②布勢鶴指奥墳墓群
③布勢遺跡
④布勢第2遺跡
⑤桂見遺跡
⑥桂見古墳群
⑦倉見古墳群
⑧西桂見遺跡
⑨帆城遺跡
⑲布勢古墳
⑪天神山遺跡
⑲天神山城
⑲岩吉遺跡

▲横穴　＋四隅突出　℡鋼鐸出土地▲城跡
墳丘墓

⑭湖山池湖底遺跡
⑮湖山第1遺跡
⑲湖山第2遺跡
⑫大熊段遺跡
⑲三浦遺跡
⑲三浦古墳
⑳大熊段1号墳
㊧大柄遺跡
㊧里仁古墳群
⑳里仁29号墳
⑳里仁横穴群
⑮相聞1号墳
⑳菖蒲廃寺跡
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㊥古海36号墳
⑳山ヶ鼻古墳
⑳古海遺跡
⑳青島遺跡
㊧塞ノ谷遺跡
⑳高住銅鐸出土地
⑬高住古墳群
⑳高住12号墳
⑮艮田古墳群
㊨松原古墳群
⑲葦岡長者古墳
⑳松原谷田遺跡



中期になると、岩吉遺跡や青島遺跡のように前期から引き続く遺跡の他に自然堤防上や

丘陵地に遺跡が現れるようになる。布勢第2遺跡く4〉が運動公園の陸上競技場建設に伴っ
だい

て調査され、掘立柱建物跡が見つかっている。また、岩吉遺跡の分村と考えられている大
かく

柄遺跡がその南東に位置している。これらの遺跡は、人口増加や稲作技術の発達とあいまっ
さいのたに

て、新しい土地を求めた人々の集落と考えられている。青島遺跡の対岸の塞ノ谷遺跡く31〉

では中期の土器に伴って分銅型土製品が出土している。この遺跡の南東約400mの丘陵地で

は流水文鋼鐸く32〉が見つかっており、この地域が宗教的な色彩をおびていたことがうか

がわれる。

後期になると、布勢第2遺跡で、玉造工房跡であった竪穴住居跡が調査されている。ま
はんじょう

た当遺跡の北100mの位置にある帆城遺跡く9〉では、玉製品や玉砥石などが出土してお

り、この地域に玉造り集団がいたことが想像される。帆城遺跡の北に位置する天神山遺跡

では、土器の他に石包丁や鋼鉄が出土し、鳥取大学構内の湖山第2遺跡、健康増進センター
まつばらたにだ

「いなばじ」の松原谷田遺跡く39〉でも竪穴住居跡が調査されている。また変わったとこ

ろでは、湖山池の湖底く14〉からも土器が採取されている。

このように湖山池周辺には多くの弥生遺跡が存在するが、これは、湖山池周辺の低湿地

を中心に稲作を営んだ集落が多く存在したためであろう。これらの集落はその集団をしだ

いに大きくし、やがて、それらの集団を総括する人物が現れるようになる。それを示すか

のように湖山池南岸の丘陵部には、日本最大規模と考えられる四隅突出型墳丘墓である西
l

桂見遺跡く8〉あり、そこでは特殊な形をした大型器台付特殊壷が出土している。この墳

丘墓には湖山池周辺を納めた首長が葬られたものと考えられ、次ゐ古墳時代につながって

いくのであろう。

【古墳時代】

古墳時代になると湖山池周辺の遺跡はさらに拡大していく。布勢第2遺即、湖山第1

く15〉・2遺跡、大柄遺跡などで集落が営まれる。青島遺跡では、子持ち勾玉が出土し、塞

ノ谷遺跡では多くの木製品が出土している。これらの集落の周辺の丘陵には大小様々な古

墳が築かれる。特に、布勢鶴指奥墳墓群と同じ丘陵には県東部では最大規模の全長92mの
かくま　　　　　　　　　　　　　ふせ　　　　　　　　　　　みうら　　　　おおくま

栴間1号噴く25〉、北方には国史跡の布勢古墳く10〉、鳥取大学構内に三浦古墳く19〉、大熊
だん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さとに

段1号噴く20〉などの前方後円墳がある。東方にも里仁29号噴く23〉や前方後方墳である
ふるみ　　　　　　　　　　　　　　たかずみ　　　　　　よしだ　　　　　　まつぼら

古海36号噴く27〉などがあり、西方の高住古墳群く33〉、良田古墳群く35〉、松原古墳群く37〉
むこうやま

の中にも前方後円墳がみられ、鳥取県内では西部の淀江町向山とともに前方後円墳が密集

している地域として知られている。しかしいずれの古墳も未調査のため詳細はわからない。

わずかに布勢古墳で埴輪が採集され、6世紀のものと推測されるのみである。調査された

古墳には、東桂見遺跡の西隣の丘陵で舶載の斜線獣帯鏡と内行花文鏡が出土した桂見古墳
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くらみ

群く6〉とその西側丘陵で湖山池周辺の前期の墓制を考えるうえで貴重な倉見古墳群く7〉

がある。運動公園内には、桜の園の地に鰭付円筒埴輪や竪櫛を出土した中期の里仁古墳群

く22〉がある。後期の横穴石室を持つ古墳として知られているのは高住12号噴く34〉、6世
あしおかちょうじゃ　　よしおか

紀後半の両袖式横穴石室を持つ葦岡長者古墳（吉岡1号墳）く38〉、くり抜き石棺式石室を
やまがはな

持つ山ケ鼻古墳く28〉のみである。この時代の横穴墓としては、陸上競技場の東側丘陵で

里仁横穴群く24〉の存在が知られているが、消滅したものが多い上に未調査のためその様

相は不明である。

【歴史時代】
たかくさ　　　　　　　　　　　　たかばのしょう

・律令体制下のこの地域は、高草郡に組み込まれ、東大寺領高庭荘として開発されたこと

が『東大寺東南院文書』の「東大寺領因幡国高草郡高庭庄坪付注進状案」でうかがわれる。

これによると南北10条にわたり、条、埋、郷、呼名が記載されており、条里制が施行され
あきさと

ていたらし高が条里遺構復元の手がかりは少ない。わずかに秋里遺跡にその痕跡がみられ

るのみである。この時代のその他の遺跡としては、桂見遺跡、大柄遺跡、古海遺跡などが
はじももい

あるが、実態は明らかではない。この頃の高草郡の中心は布勢郷ではなく、土師百井式軒
しょうぶ　　　　　　　　　　　　　おおのみのすくね

丸瓦を出土する菖蒲廃寺跡く26〉、土師氏につながる大野見宿禰神社のある古海郷にあった
いなばこくぞうきよなりめ

と考えられ、高草郡衝の位置もこの周辺であろう。因幡国造浄成女に代表される古代因幡
ほうみ

氏の本拠地は高草郡と考えられており、因幡国府のおかれた法美郡とともにこの他は古代

因幡の中心地であったとおもわれる。
ふせてんじんやま

15世紀になると因幡守護山名氏が湖山池東岸に布勢天神山城く12〉を築城し、因幡支配

の拠点とした。天神山城に関する記録は『因幡民談記』など比較的よく残っている。城跡

にも堀切や井戸跡などが現存する。また部分的な発掘調査もされ、当時使われていた土器

や漆器などが出土している。この時代の他の遺跡としては、布勢第2遺跡で建物跡が見つ
おおくまだん

かっているほか、桂見古墳群、西桂見遺跡、鳥取大学構内の大熊段遺跡く17〉、三浦遺跡く18〉
きゅうしょうぎん

などから土葬墓と火葬墓が調査されている。その後、因幡国の拠点は久松山鳥取城に移り

この他はしばらくの間は、静かな農村地帯であった。

昭和40年代になると、国鉄の貨物基地や鳥取大学、布勢総合運動公園などが湖山池周辺

に進出してくると、この周辺は再び活気を帯びるようになった。

このように、布勢を中心とする湖山池周辺は、原始より因幡の中心として歴史の舞台で

重要な位置を占めてきている。
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第3章　東桂見遺跡

第1節　調査の概要

東桂見遺跡は、湖山池南東の谷に位置する。今回調査した地区は谷の中央部にあたる水

田跡遺跡である。遺跡の北東部は、以前は桂見遺跡の一部と遺跡分布図には記載されてい

た。平成2年度の鳥取県教育委員会が実施した試掘調査によって、谷の奥まで遺跡の範囲

が拡大することが判明したため、鳥取県埋蔵文化財センター及び鳥取市教育委員会と協議

の上、字名のかわる道路を境に東を東桂見遺跡、西を桂見遺跡と分割した。

発掘調査場所は、開発計画に従って、1～7区に分割して調査した。途中、開発計画の

変更により3・6区は、プラント・オパールの分析のみの調査に終わった。

調査では、古墳時

代以前の溝2条、古

墳時代の溝5条、杭一

列5条、中世の溝2

条を検出した。また

田下駄、鋤などの農

具や柱、梯子などの

建築材など多数の木

製品が出土した。

プラント・オパー

ル分析は、古環境研

究所に委託し2区東

壁、3区西壁、4区

北壁、6区南壁、7

区西壁で実施し、水

田6両が存在するこ

とが明かになった。

また、14C年代測

定は、1、4、7区出

土の木製品で行った。

挿図5　某社見遺跡全体図
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【1　区】

谷のほぼ中央部に位置する。東西に走る農道によって調査区が南北に分割されている。

調査区の東端に沿って用水路が流れており、この用水路造成のため深い所で1m程の客土

が施されている。このため、調査区の東端側の上部はかなり削られ、旧状を保っていない
ノ

と考えられる。土層は表土・客土の下は基本的に①灰褐色土、②暗灰色土、③黒灰色土、

④黒褐色粘質マコモ層、⑤暗褐色粘質マコモ層、⑥黄褐色粘質マコモ層、⑦淡赤褐色粘質

土層、⑧赤褐色マコモ層、⑨乳褐色粘質土層と順に並び、⑨層以下は巨木を多く含む赤褐

色マコモが厚く堆積している。調査は、溝が検出された④、⑦、⑨層の3段階で行なった。

調査面積は、④層488m2、⑦層419．4m2、⑨層292．5m2で延べ調査面積は1199．9m？である。深

さは、表土から9層まで1．5－2．0mで、最深部は2．5mを測り、海抜Om以下になる。

⑨層の面で調査区の北測で溝が検出された。溝は調査区の西壁から北壁にL字型に伸び

ている。溝はやや不整ながら幅3m～4m前後、深さは最深部で0．9mを測る。溝の下層に

は荒砂が多量に堆積し、他の哩土にも砂が混在していた。哩土中からはトチ、クルミ、シ

イなどの自然遺物の他は何も検出されなかった。また、平面的には検出できなかったが土

層で幅1．5m前後、深さ70cm前後の溝が確認できた。この溝も西壁から北壁にL字型に伸び

重複するもので一度溝が埋まった後にできたものと考えられる。また、調査区の南側を中

心に⑧層、⑨層で田下駄、板材が検出されたがその数は少ない。

⑦層の面で調査区の南から北へ伸びる溝が検出された。この溝は4区で検出された溝に

続くものである。溝の幅は1．5m前後、深さ0．3m前後を測る。溝の哩土は上層の⑥層が流

れ込み多量の砂が混じっている。⑥層は厚く堆積し、多くの田下駄、板材、棒などの木製

品が検出された。また、調査区南側の溝の東岸の一部には護岸のためと考えられる板列が

検出された。

④層の面では調査区の東端を南から北に伸びる溝と、それに合流する西から東に伸びる

溝を検出した。南北に伸びる溝は4区から続き、現代の用水路の方に向かう。溝の哩土は

主に上層の③層で多量の砂が混じる。③層は厚く堆積し、土錘、瓦質土器、土師質皿、陶

器、土鈴、ノ銅銭、算、漆器、賃が検出された。瓦質土器（Po．19～Po．24）、土師質土器

（Po．8～Po．19）より③層は12世紀末～15世紀未と考えられる。

以上より、④層で検出された溝は平安時代末～鎌倉時代、⑦層の溝は4区で検出された

土師器より古墳時代前期、⑨層の溝は古墳時代前期以前のものと考えられる。また、明瞭

な水田遺構は検出されていないが、2・4・7区のプラント・オパール分析で同等の層を

比較検討すると、①～⑥層で稲作が行われた可能性が高く、⑦～⑨層は稲作の可能性はあ

るが他所からの混入の危険性もあるという結果を得た。
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砂

挿図6　1区土層図（S＝1／50）
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挿図7　1区弥生面遺物・遺構検出状況図（S＝1／208）
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p S＝1：200　号m

挿図8　1区古墳面遺物・遺構検出状況図（S＝1／200）
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●土錘・土器
○石

口算（こうがい）
■木製品

△古銭

▲漆器
◎炭化米

。∴∴、、
ト‘　－・l　－・－　・　　ナ　r　　　　　　・一一　r・・　　　　．

①黒褐色土

（小磯が混じる）
②淡黒褐色土

（砂粒が少し混じる）
③②とほぼ同じ
④暗褐色土

（砂粒が多く混じる．）
⑤荒砂

⑥荒砂
⑦黒褐色土

（粘質、砂粒が混じる）

S＝1：200　　　　　　10m

挿図9　1区中世面遺物・遺構検出状況図（S＝1／200）
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【2　　区】

谷のほぼ中央部のやや東側に位置する。調査面積は455mzである。調査区北側半分は水田

として利用されていたが、南側半分は材木店の作業場及び資材置き場として使用されてい

たため、地盤が20～30cm陥没していた。土層は、表土より順に耕作土の①淡灰褐色砂質土、

②暗灰褐色粘質マコモ層、・③暗黄灰褐色粘質マコモ層、④赤褐色マコモ層、⑤淡黄灰褐色

粘土層、⑥赤褐色マコモ層がみられた。このうち④層の赤褐色マコモ層は、上部が植物質

が多いのに対して下部④は粘性が強くなる傾向があるが、明確に分層することは困難で

あった。⑦層の赤褐色マコモ層は木の小枝状のものが多くみられた。プラント・オパール分

析によると②・③・⑦層で水田が営まれていたことがわかっているが水田遺構は検出できな

かった。このうち⑦層は、他の調査区ではプラント・オパールは検出されていない層であ

る。

出土遺物は、⑤層で田下駄（W－46・45）2枚、大足（W－46）1枚出土したほか、作業

場建設に伴う工事による擾乱土から弥生土器（Po．1・2）が2点出土している。
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①

こ芋≡≡≡歪≡≡

挿図112区東壁土層図
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①淡灰褐色砂質土
②暗灰褐色粘質マコモ層
③暗黄灰褐色粘質マコモ層
④褐色マコモ層
④′赤褐色粘質マコモ層
⑤淡黄灰褐色粘土層
⑥赤褐色マコモ層

O S＝1：40　　璽m
L＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」



【4　　区】

1区の南に位置する。圃場整備によってほぼ平坦にされており、西側は近世及び中世の

堆積層が削平されているが、東側には客土が積まれている。本来の地形は、西から現在も

水路の流れている東に向かって緩やかに下る谷底の西緑付近であったと考えられる。プラ

ントオパールの結果では、古墳時代前期から現代に至るまで延々と水田が営まれていたよ

うである。しかしながら古墳時代前期以前の層にも木製品を包含するため、その層まで調

査を行った。

調査区内に数本設定したトレンチで見つかった第⑫層の白灰色粘土層は、いずれのトレ

ンチでも均一に帯状に見られたため、部分的に掘り下げてはみたが、遺物は全く検出され

なかったので調査対象外とした。

第⑲層の明乳茶色粘土層は調査区全般にわたって確認できる粘土層であり、上層の暗赤

褐色マコモ層に木製品を包含していることから全面的に調査した。プラントオパールの結

果では、赤褐色マコモ層上部で微量の稲の花粉が検出されている。この粘土面では、水田

に伴う遺構は全く検出しておらず、木製品の出土の仕方もまばらである。採取した遺物は

木製品のみで、田下駄と板材が出土している。

第⑬層下の第⑲層の暗赤褐色粘質マコモ層で、調査区南側を南西から北東方向に流れる

水路SD－08を検出した。規模は、長さ10．5m以上、幅1．6～2．5m、深さ0．34mを測る。水

木の根 ⑦③⑥⑤　②

J

o s＝1＝401鳶⑥′
」」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

挿図13　SD－08土層断面図（S＝1／40）
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団砂
⑥′　①茶褐色マコモ

（やや粘性をもつ）

三⑫　受白壁色型喜
③淡茶灰褐色粘土
④茶褐色マコモ

（やや粘性をもち
砂を少し含む）

⑤明茶褐色マコモ
（砂を含む）

⑥明茶褐色マコモ
（やや粘性をもつ）

⑦暗赤褐色マコモ
（木片を含む）

⑧暗赤褐色粘質マコモ
（木片を含む）

⑨明乳茶色粘土
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挿図1G SD－05土層断面図（S＝1／40）

挿図17　SD－06土層断面図（S＝1／40）

l　　一⑨　　　　　1

0　　S＝1：40J b＝1：40　1m

挿図18　SD－07土層断面図（S＝1／40）

匪萱閻砂

①黄灰褐色粘質マコモ

②淡黄灰褐色粘質マコモ（砂を含む）

③赤褐色マコモと黄灰褐色マコモとの混合層
（砂を含む）

④淡赤褐色マコモ（砂を含む）

⑤淡赤褐色マコモ（やや粘性をもつ）

⑥淡茶灰褐色粘土（白灰色粘土粒混）

⑦暗赤褐色粘質マコモ（木片を含む）

⑧暗赤褐色マコモ（木片を含む）
⑨明孔茶色粘土

⑲白灰色粘土

⑪暗茶褐色マコモ（木片を含む）

⑫茶褐色マコモ（やや粘性をもつ）

⑲′⑲層に砂を含む層

⑲′′⑲層に砂を多く含む層

由砂に植物繊維を含む層

⑲暗灰褐色粘質土

⑮暗褐色粘質土（砂を含む）

路内には白灰色の砂が堆積しており、部分的に植物繊維を含む層が帯状に見られる。この

水路の下にも薄い砂層の落ち込みが見られることから、この水路は流れを徐々に変えなが

らも、西から本流のある東に向かう自然水路として機能していたが、この時代に砂が大量

に堆積して埋まってしまったものと思われる。

古墳時代の調査は今回の調査のもっとも中心をなすところである。古墳時代の堆積層は、

第⑬層の淡茶灰褐色粘土層から第⑨層の黄灰褐色粘質マコモ層までの層で、この間で多量

の木製品が出土した。この多量の木製品は、調査区が谷底付近にあたるためにここ．に流れ

込んできたものと思われる。木製品は特に第⑨層と砂を含む第⑳層に集中している。

淡茶灰褐色粘土層で、南から北に向かって流れるSD－05、調査区南側でSD－05と直交し

て西から東に流れるSD－06、SD－05から分岐して南西から北東に流れるSDq07を検出し

ている。SD－05は1区で検出されたSD－03・04の上流にあたるもので、かなり蛇行してお

り、人為的に掘られた水路ではない。SD－06は先述したSDq08が埋まった段階で、新たに

できた東西に流れる自然水路であろう。それぞれの規模は、SD－05が幅1．5－3．5m以上、

深さ0・42mで、SD－06が長さ5．5m以上、幅2．3m程度、深さ0．54mで、SD－07が長さ22m

以上、幅2・0～0・8m、深さ0．33mを測る。これらの水路の哩土には白灰色砂が入っており、
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O S＝1：200　　　　　　10m

一一＋－7∠二三ユ

Sl

O S＝1：2m　　　　　　　川m

挿図19　弥生時代粘土面地形測量図（S＝1／200）

挿図20　古墳時代粘土面地形測量図（S＝1／200）
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挿図21古墳時代木製品出土状況図（S＝1／100）
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悔　香＝プ

挿図22　杭　列（S＝1／40）

水路付埠に堆積している淡黄灰褐色

粘質マコモ層にも砂が混じっている。

水路が埋まる段階で、水路周辺にも

かなりの砂が流れ込んできたことを

示すものであろう。

SD－05は、今回調査した東桂見遺

跡の中では唯一、杭列等の遺構を明

瞭にとどめる水路である。杭列が見

つかったのは、調査区の西壁際のご

：：∵‾、、

≒〔二＿l二二二二

当＼＼へ　び

O S＝1：40　　1m
し　．　　　　　　　　l　　　－　　　　　J

＄ミもも　』蔓三1÷虹一一→m

挿図23　－横　　列（S＝1／40）

く一部で、SD－05の西壁に沿うよう

にして杭が打たれていやが、SD－05が完全なかたちで検出された北側部分には杭列は続か

ない。この杭列には長さ2mをも測る板材が立ててある。杭列の南側には杭や長板材が散

乱しており、この杭列は水路に沿って南側にも続いていたものと思われ、護岸の施設では

ないかと推定される。使用されている杭、SD－05の哩土内に散乱している杭の多くには、

上部先端に段を有するものや、中には穴のあいているもの等もあり、これらを利用して板

材を固定していたものと思われる。

調査区北よりのSD－05の西方で、SD－05の流れに直行するようにして、板材が立ち並ん

でいる。板材は全て70cm程の長さをもつもので、縦向きに打ち込まれており、東西方向に

2mにわたって並んでいる。すべての板が、北方向に圧し傾けられたようにして出土して

いる。この板列も、SD－05を利用するために設けられた施設の一部であろう。

これら以外に出土した木製品は、明確な遺構としてはとらえられないが、全体的にはや

やまとまった出土状況をしている。即ち、調査区内を南北に流れるSD－05に沿うようにし

てかなりの点数の木製品が出土しているが、これらはすべて水路及びその周辺に流れ込ん
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できたものと思われる。ここで出土

している木製品は、田下駄、板材、

棒状木製品、杭などで、SD－05の中

央西壁際で梯子が出土している。ま

た、梯子のすぐ東側で、細長い角棒

が円錐状にまとまって出土している。

魚などを捕獲する際に使用される答

であろう。一方、水路から外れる部

分では、木製品がまとまって出土し

0』聖＿」Ocm

挿図24　答出土状況図（S＝行20）

ている箇所と、ほとんど出土していない箇所とがある。まとまって出土しているのは2カ

所で、1つは、SD－05の東側で板列と同一方向に並んで出土している。ほとんどが田下駄

で、中に数点杭と板材がある。また、丸太材が西岸の板列と並行して出土しており、東岸

にも何らかの施設があって、そこに木製品がたまった可能性がある。もう1カ所はSD－07

の東岸である。ここにも田下駄、杭、板材などが集中して出土している。また、ここから

2mほど北に離れたSD－07の東岸で梯子が出土している。この他の部分では、木製品の出

土状況はまばらである。以上のような木製品の出土状況は、当時の水田の営みと何らかの

関係があるのではなかろうか。

木製品以外の遺物としては、水路の哩土内から土師器と石包丁が出土している。蛮（Po．3）

はSD－05に流れ込む砂の中から出土しており、この聾をもって古墳時代前期という時期判

定をした。また、手担ねの小蜜（Po．6）がSD－07の哩土の砂から出土している。石包丁（S

l）はSD－05の最南端の底面で出土している。この他、SD－05の哩土の砂から椎の実、SD

－06の哩土の砂からサルノコシカケが出土している。

中世遺物包含層は小礫を含む第⑤層の黒灰色土層が中心で、プラント・オパールの結果

ではこの層が最もピークを示している。この層からは瓦質土器、土師質土器、土錘、箸な

どの木製品、漆器、古銭が出土している。畦畔などの遺構は確認できなかったが、1区で

検出されたSD－02の続きが、東壁の土層断面で北から南に至るまで延々と確認された。中

世の水路も自然水路のようで、かなり蛇行しており、哩土の砂層が見え隠れする。中世遺

物の多くは、水路近くの調査区西側で出土しており、いずれも水路に向かって流れ込んで

きたものと推定される。中世水路の上層で中世以降の水路も確認している。

以上が4区の調査結果であるが、4区は自然水路の周辺、即ちほとんど谷底付近に位置

するため、流れ込みの遺物が大量に出土してはいるが、水田に伴う明瞭な遺構を検出する

には至らなかった。
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【5　　区】

谷の中央部のやや東側で、2区と7区に挟まれて位置する。土層は表土、客土の下は順

に①晃灰色土、②黒褐色粘質マコモ層、③暗褐色粘質マコモ層、④黄褐色粘質マコモ層、

⑤赤褐色マコモ層、⑥赤褐色粘質マコモ層、⑦乳褐色粘質土層となる。このうち①、②層

は圃場整備で削れられており一部しか残っていない。また、⑤層は小枝状の自然木が多く

みられ全体的にもろく、⑥層は粘性が強くなるが、その粘性は均一でない。また、⑤層、

⑥層の層序は均一でなく場所によって交錯する。調査は⑥層、⑦層の2段階で行った。調

査面積は⑥層910．5m2、⑦層879．3m2で延べ調査面積は1789．8m2である。

⑥層で明瞭な遺構は検出されなかったが上層の④、⑤層で田下駄、鋤、板材、棒が検出

された。また、調査区の北側で⑥層に接して古墳時代前期の土師器要（Po．4）の口緑部が一

点検出された。

⑦層では3本の溝が検出された。溝は幅3m～5m前後、深さ10cm前後を測るが、幅、

深さとも均一でなく、掘り方が消滅する所もあるなど不整形を呈し、自然にできた溝の可

能性が高い。また、調査区の一番南側で検出された溝は7区の溝に続くと考えられる。遺

物は⑦層の面に接するように田下駄、板材が数点検出されたが、上層と比べてその数は極

端に少ない。

明瞭な水田遺構は検出されていないが、2・4・7区のプラント・オパール分析で同等

の層を比較検討すると、①－⑤層で稲作が行われた可能性が高いという結果を得た。
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挿図25　5区土層図（S＝1／50）
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【7　　区】

南から下る谷と、西から下る谷が合流する地点である。調査面積は2，084m2（延べ面積

8，412m戸）である。土層は、基本的には表土より順に①耕作土・客土、②黒褐色土、暗灰色

粘砂質土、③黒灰色マコモ層、④暗褐色マコモ層、⑤暗黄灰褐色粘質マコモ層、黄灰色粘

質マコモ層、⑥乳黄灰褐色粘土層、⑦・⑧赤褐色マコモ層、⑨乳褐色粘質土、⑲赤褐色マ

コモ層がみられた。このうち⑥層乳黄灰褐色粘土層は、調査区北西部のみにみられ、4区

に続くものと考えられる。⑲層の赤褐色マコモ層は木の小枝状のものが多くみられた。プ

ラント・オパール分析によると②・③・⑤層で水田が営まれていたことが推定されるが水

田遺構は検出できなかった。⑨層において、南西から北東に流れる溝を検出した。この溝

は幅0．年～2．8m、深さ0．4mで、北で2つに分かれ、西側の溝は5区に続くと思われる。東

側の溝は6区に続くものと思われる。出土遺物は、⑤・⑥層で田下駄や板材などの木製品

が出土している。特に⑤層で多く出土している。土師器は⑦層でP0．5が出土している。

q S＝1：401m
L＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿圭一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」；

挿図27　7区西壁土層断面図（S＝1：40）
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挿図29　7区北壁土層図
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第2節　出土遺物

東桂見遺跡の調査で、土器・土製品・石製品・木製品・古銭が出土している。

【土　　器】（挿図31）

土器は、弥生土器・土師券・土師質土器・須恵器・瓦質土器・陶磁器がある。Po．1・2は

いずれも2区で出土した後期の聾である。ロ緑端部を上下にわずかに肥厚させ2条の凹線

が巡る。P0．2は頸部内面に指圧痕がみられる。Po．3－6は土師器である。3－5は賓であ

る。いずれも複合口緑で、やや外反気味に開く。P0．3は、4区のSD－05の肩部で出土し

た。口緑端部を丸くしたもので胴部は算盤型である。胴部内面をへラ削り、外面は刷毛目

調整である。P0．4は、P0．3と同様のロ緑で5区赤褐色マコモ層で出土したものである。

P0．6は7区の赤褐色マコモ層で出土した。ロ緑端部は平坦で、肩部外面に欄描きの波状文

が見られる。P0．6は手捏の壷である。やや内湾する「く」の字口線で端部は丸い。

Po．7～24は黒褐色土からの出土である。P0．7は須恵券蓋である。摘みの部分は欠損し

ている。Po．8～14は土師質小皿である。Po．10は糸切りの痕跡が見られる。瓦質土器・陶

磁器は黒褐色土中よりの出土である。Po．18－24は瓦質土器である。18－21は土鍋で、

Po．23は鉢である。Po．24は陶質の羽釜である。

【土製晶・石製晶】（挿図31）

土製品には、土錘（1～36）と土鈴37があり、いずれも黒褐色土から出土している。土錘は、

湖山池周辺の遺跡でよく出土しているものとほぼ同じ長さで5cm程度、幅1．5cmの紡錘型

である。このような土錘は近年まで湖山池で使用されていたものと同じである。土鈴は、1

区から出土した。紐をつまみあげてこしらえている。外面の一部ににパケメがみられる。

置鞄Ili

∴∴
1　　彗ノ、昭一t、　　U　　　　　　5cm

挿図30　東桂見遺跡出土古銭拓本

－37一



干∴∵‾、も．

し　上』p。12
くここ‾「‾‾‾壱ヲ⊃’

Po13

『二6アp。14

〒≡〒＝司15

〒手刀p。16

〒＝「‾二考。17
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Slは石包丁である。4区のSD－05で出土している。

【古　　銭】（挿図30）

古銭は1・4区の黒褐色土で出土した○いずれも北宋銭である。1は北宋（997年）の「成

平元宝」である。2は北宋（1094年）の「紹聖元宝」である。簑書で書かれている。Z3は

南宋（1194年）の「慶元通宝」である。棺書であるb　3は北宋（1039年）「皇宋通宝」であ

る。槽書。5は北宋（1111年）の「政和通宝」は簑書で書かれている。6は判読できなかっ

た。

【装飾品】（挿図32）

39は算である。先端が耳かきとなっている。16弁の菊が3こ描かれている。

【木製品】

東桂見遺跡で出土した木製品は総数892点にも及ぶ。その内訳は、鋤先1点、田下駄・大

足が230点、棒・柄状木製品が24点、柱根等の建築部材と思われるものが17点、梯子が2

点、杭が119点、不明角材71点、1m以上の長さをもつ板材が23点、その他の板材（矢板と

して使用されたものも含む）が287点、箸が63点、漆器が4点、答が1点、その他不明木製

品が25点出土している0出土した木製品は大半が欠損しているため、比較的残存状況の良

いものを抽出して、報告書に掲載した。

木製品は、弥生時代の堆積層から中世の堆積層に至るまで出土しているが、その大半は

古墳時代の層から出土している。中世の木製品は小板材が多く、種別を確認し得るのは箸

と漆器くらいであった。

①一鋤

鋤先W－155が5区の古墳時代前期以前の層から出土しており、今回の調査ではこれ1

点のみである0使用材は樫で、柾目取りである。上部と刃部の一部が欠損している。残存

最大長は35・8cmで、幅は中程から先端近くにかけてが最大で、12．7cmを測る。最大厚は1．1

cmである。柄を装着する上部は幅8cmと狭くなっており、段があって薄くなっている。全

面が丁寧に加工されている。

②　田下駄

膨大な数が出土しており、古墳時代前期以前の層から20点、古墳時代の層から94点を抽

出した。ほとんどのものが欠損しているが、中に完形に近いものもある。使用材はすべて

杉である。

形態的には隅丸方形もしくは長方形を呈するものが多いが、中にはW－40・158・166・174

のように角が鋭く切り取られているものや、W－128・196のように片側の角だけが丸く加工

されているものもある。この他にやや特異な形態のものがある。Wl『ま形態的には長方形

であるが、片側の短辺が浅くⅤ字状に決られている。W－62は長方形状を呈するが、片側の
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角が鋭く切り取られている。W－145は半月状を呈する。W－157・181は片側の長辺がえぐ

り取られている。W－162は長楕円形に近い形をしている。

通常、田下駄は中程に4つの穿孔がなされているが、東桂見遺跡で出土した田下駄には

3つのパターンがある。1つは通常の4穴のもので、W－1・4・47・148・156・162・195・

196などに代表される。穿孔はすべて両面からなされているが、4つの穴は必ず一方が幅広

になるように穿孔されている。もう1つは、長辺の両側に2つずつ4つのⅤ字もしくはU

字の決りをいれるタイプで、W－6・8・34・35・62・66・67・127・159・170・174・200な

どに代表される。このタイプはほとんどが長方形をしてい率もう1つは前者2つを折衷

したようなタイプで、片側にⅤ字の決りを入れ、中程に2つの穴を空けている。このタイ

プのものはW－58・59の2点しか出土していない。W－58は4穴の片側が欠損したために再

びこのように加工して使用した可能性もある。この他に、4つよりも多くの穿孔・決りが

なされている田下駄も出土している。W－12・13・33・147・152は欠損しているものの片側

半分に3穴がある。W－12・33・152の場合は一列に並ぶが、W－13・147の場合は1穴が2

穴の中間外よりにずれる。W－74は穿孔の後にⅤ字の決りがなされている。W－75は欠損し

ているものの8つの穿孔がなされていたようで、更に長辺側には決りの痕跡がある。W－76

は2度の挟りがなされている。W－77は片側に3つの決りをもつ。W－78は8つの決りをも

つ。W－79は4つの決りのほかに中央部に四角い穿孔がある。W－129には4つの挟りのほ

かに端の方に長方形の穿孔がある。W－131は6つの穿孔と2つの決りをもつ。W－149は2

穴と4つの決りがあり、更に長方形の小穿孔が2つある。この小穿孔はW－196にも1つあ

る。W－153は欠損しているものの片側に4穴がある。W－181は片側には4つの挟り、もう

一方には1つの決りと大きな決りがある。W－133には穿孔以外にも大きな凹の決りがあ

る。W－169は片側半分しか残っていないものの2穴以外に2つの決りがあり、W－201も片

側しか残っていないものの2穴以外に1つの挟りがある。

4穴タイプのW－5・11の片面には浅い帯状の凹がある。W－11は帯状の凹の中央に方形

の穿孔がある。W－33は片面の片端が1段高くなっており、低い部分の方に穿孔がなされて

いる。逆に、4つの決りのあるW－132の片面の片側は1段低くなっており、その中央に方

形の穿孔がなされている。W－35は先述したように4つの切り込みのある田下駄であるが、

片面の中央部が平坦に削られている。

W－203は未完成の田下駄である。2穴は貫通しているが、もう2穴は穿孔途中である。

③　大　　足

W－46が2区の古墳時代前期以前の層から出土している。使用材は杉である。片側の決り

部分が欠損しているものの4つの決りがあったようで、両端にそれぞれ3つの小穿孔があ

る。かなり丁寧に作られており、両面ともに加工痕が明瞭に見える。
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④　柄・棒状木製品

すべて古墳時代の層から出土している。使用材はすべて杉である。W－29は丁寧に丸く加

工されており柄と思われる。W－25も丸く丁寧に如工されており、端のほうが削られて平坦

面をもつ。鋤か権の柄であろう。W－27は角材で上部に決りがあり、握りやすいように加工

されている。何かの柄であろう。W－24・100・101・106は丁寧に四角く加工された棒である。

⑤　杭

すべて古墳時代の層から出土している。使用材は、W－105が広葉樹であるのを除いて、

すべて杉である。W－99の上部先端部には穿孔がある。W－107・108も杭と思われ、W－107

には刻みがあり、W－108の上端面には凹がある。W－111の上部は1／3程が決られている。

W‾190は下部2／3が大きく挟られている。建築部材等を杭に転用したものではなかろうか。

W－193も中程に挟りがある。その他は普通の角杭である。

⑥　建築部材

トヨが1点、柱材が2点、部材が2点出土している。いずれも古墳時代の層からの出土

であるoW－31はもともとは丸太材であったものがトヨに転用されたものであろう。使用材

は杉である。断面U字状に彫り抜かれており、中央裏面には浅い窪みがある。W－116は穿

孔のある柱材で、かなり丁寧に面取りされている。便用材は杉である。7区から出土した

W－194は丸太の先端が加工されて尖っている0ここでは柱材として取り扱った。使用材は

広葉樹である。W－113は欠損しているものの断面L字状に彫り抜かれており、方形の穿孔

が3つある。使用材は杉である。W－189は欠損しているものの長方形の大きな穿孔と、方

形の穿孔、長方形の決りがある。便用材は杉である。

⑦　梯　　子

4区の古墳時代の層から2点出土している。使用材はいずれも杉である。W－114は4段

の梯子で、長さ132・5cm、最大幅15・7cmを測る。最下部中央に決りがあり、その斜め上に左

右対称に2つの方形の穿孔がある。W－115は6段の梯子で、足掛け部がかなり欠損してい

る。長さ225．0cm、最大幅18．0cmを測る。

⑧　大型板材

ここでは長さ1m程以上の大型の板材を取り扱う。W－22は長さ201．3cmを測り端部には

丸い穿孔がある。W－23は長さ134・5cm、幅16・0cm、厚さ2．3cmの板材で、片側の側面に15個

の刻みがあるが、間隔は一定ではない。W－94は杭列に立てられていた板で、決りがある。

これで杭に固定したのであろう。W－20も同様の形態をもつ。W－95は長さ166．1cm以上で方

形の穿孔があるo W－17・18には1cm程の方形の穿孔が複数なされており、W－92・93・98

には片端に小穿孔がある。建築部材もしくはW－94のように杭に固定された板材であ

ろう。
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⑨　矢　　板

矢板として使用されたと思われる板状木製品である。使用材はすべて杉である。W－84は

下部が丸く加工された板材で、中央部に小穿孔が2つ並ぶ。W－86は大半が欠損しているも

のの下部が薄く加工されている。W－87は半分欠損しているが上部端に小穿孔がある。W

－96は長さ81．6cmを測る板材で上部には穿孔がある。下部が薄く加工されている。W－161

は下部が丸く加工されており、欠損しているものの穿孔の痕跡がある。W－185も大半が欠

損しているが矢板と思われ、上部に穿孔がある。

⑲　用途不明小型木製品

ここでは板状に加工され、穿孔などがなされていて、用途が不明の木製品を取り扱う。

W－42・212・213以外はすべて古墳時代の層から出土しており、使用材はすべて杉である。

W－14は片側が大きく弧状に挟られており、中央に穿孔がある。W－42は古墳時代前期以前

の層からの出土で、長方形で片側の両隅に穿孔がある。W－81・82・83は欠損しているもの

の、W－81には2つの、W－82・83には1つの穿孔がある。W－85は欠損しているものの先

が尖っており、尖った部分には10の穿孔があり、中程には1つの穿孔がある。W－88は鳥形

に似た形をしているが、用途不明である。W－89は中央に方形の穿孔があり、片側にも穿孔

があり、そちら側が面取りされている。W－90には中央部に小穿孔があり、その中には木釘

のようなものが埋め込まれている。W－91は中央部に楕円形の大きな穿孔がある。W－134

は長方形で片側の中央と両隅に穿孔がある。W－135も長方形で両側にそれぞれ2つの穿孔

があり、さらに長辺の片側にも3つの穿孔がある。W－136は欠損しているものの中程に方

形の穿孔がある。W－137・138も欠損しているものの方形の穿孔の痕跡がある。W－154は

欠損しているが長辺の中央付近が弧状に決り取られている。W－183は鋤先のような形をし

ているが、上部両端とその近辺に計4つの穿孔がある。W－187は6つの穿孔があり、一部

欠落しているものの、孔の中には4枚の薄板が埋め込まれている。W－212・213は中世の層

からの出土である。W－212は欠損しているものの短辺方向と斜め方向に刻みがある。用途

不明である。W－213は欠損しているものの曲げ物ではなかろうか。

⑪　箸

完形はW－205だけで、あとはすべて欠損している。W－211だけがやや角張っているが、

あとは丸箸である。使用材はみな杉である。

⑲　漆　　器

W－214は椀の高台で、黒漆の地に朱漆で植物の文様が描かれている。W－215も椀で、同

様に文様が描かれていたようである。使用材はいずれも栗である。

⑬　答

4区の調査区中央西隅のSD－05の砂を含む粘質マコモ層中から、1cm角程で長さ1．3m
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程の棒が円錐状に並んで多数出土した。かなり欠落しているものの、魚捕りに使用された

答と思われる。使用材は杉である。

⑭　そ　の他

W－16は板材であるが、切り傷跡が多数あり、後に作業台として使用された可能性があ

るoW－32は四角い棒であるが、途中で曲面をもっている。欠損していることもあって、用

途不明である。W－186は凸部をもつ。何かの柄ではないかと思われるが、用途不明であ

る0使用材は広葉樹である。W－188は人形に似た形をしている。上部は丁寧に面取りされ

ている。下部ほど薄くなる。両面には多数の切り傷跡がある弧とから、後に作業台として

使用された可能性もある。W－186を除いて、使用材はすべて杉である。

東桂見遺跡は水田遺跡にもかかわらず鋤、鍬などの農具は1点しか出土していない。そ

れに此して、田下駄は膨大な量が出土している。田下駄には、大別すると、穿孔するタイ

プと長辺の両側に挟りをいれるタイプとがあるが、両者を折衷して、片側に穿孔し、片側

に挟りをいれるタイプのものもある。中にはW－131のように穿孔タイプと折衷タイプの

両方の要素を同時にもつ田下駄もある。このようなタイプの違いが用途によるものか否か

は不明である。また田下駄の中には、およそ田下駄には無線と思われるような穿孔、決り

が見られるものがある。これは、もともとは他の木製品であったものが、田下駄として再

加工されたために、前段階での穿孔、挟りが残っているものと思われる。また、田下駄に

限らず出土した木製品に使用された樹種のほとんどが、天然の良質の杉であった。これは、

鳥取県の気候・風土が杉の育成に通しているためであろうし、また杉が比較的加工しやす

いことによるものであろう。

表1木製品一覧表（1）

番号 挿図 図版 遺物
番号 地区 時期 最大長（cm）

日は残存値
最大幅（cm）

日は残存値
最大厚（cm）
日は残存値 備　　　　　　　　 考

W －155 57 5 1 1 172 5 区 弥生 （35．8） 12．7 1．1 一部欠損 ・舌状を呈す ・柄装着部に段有 ・丁寧な面取 り

田下駄・大足

番 号 挿 図 図 版
遺 物

番 号
地 区 時 期

最 大長（cm）

（氾 残 存値

最大 幅（cm）

日 は残 存値

最 大厚（cm）

日 は残存値
備　　　　　　　　 考

W －0 1 3 3 3 3 8 8 7 1 区 古 墳 31 ．0 2 7 ．0 2 ．5 完 形 ・隅 丸 方 形 状 ・楕 円 形 穿 孔 ＿4

W －0 2 3 3 3 3 8 8 8 1 区 古 墳 37 ．3 （1 9 ．5 ） 2 ．2 1／3 欠 損 ・隅 丸 方 形 状 ？ ・長 方 形 穿 孔 2 ・穿 孔 痕 2

W －0 3 3 3 3 3 5 4 2 1 区 古 墳 35 ．7 （1 5 ．6 ） 1 ．8 1／3 欠 損 ・隅 丸 方 形 状 ？ ・円 形 穿 孔 2 ・・穿 孔 痕 2

W －0 4 3 3 3 3 6 2 2 1 区 古 墳 3 4 ．2 1 6 ．5 2 ．6 完 形 ・長 方 形 状 ・円 形 穿 孔 4

W －0 5 3 3 3 3 5 2 9 1 区 古 墳 3 8 ．1 （1 7 ．4 ） 1 ．8 1／2 欠 損 ・隅 丸 長 方 形 状 ？ ・円 形 穿 孔 2 ・片 隅 に 帯 状 の 凹 有

W －0 6 3 4 3 4 5 3 5 1 区 古 墳 4 0 ．6 1 9 ．5 1．7 完 形 ・長 方 形 状 ・U 字 状 挟 り 4

W －0 7 3 4 3 4 5 5 8 1 区 古 墳 38 ．4 1 5 ．4 2 ．1
ほ ぼ 完 形 ・長 方 形 状 を 呈 す が 、 1 短 辺 に 弓 状 の 決 り

Ⅴ 字 状 決 り 4 ・切 り傷 痕 多 有 ・焦 痕 有

W －0 8 3 4 3 4 5 2 8 1 区 古 墳 36 ．5 1 5 ．7 2 ．3 ほ ぼ 完 形 ・長 方 形 状 ・U 字 状 挟 り 4

W －0 9 3 4 3 4 6 5 8 1 区 古 墳 39 ．9 （1 2 ．7 ） 1 ．8 1／2欠 損 ・長 方 形 状 ？ ・Ⅴ 字 状 決 り痕 2

W －10 3 4 3 4 5 3 9 1 区 古 墳 29 ．8 （1 5 ．5 ） 2 ．8 1／4 欠 損 ・長 方 形 状 ？ ・Ⅴ 字 状 決 り 2 ・挟 り痕 2
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表2　木製品一覧表（2）

番 号 挿 図 図 版
遺 物

番 号
地 区 時 期

最大長（cm）

日は残存値

最大幅（cm）

日は残存値

最 大厚（cm）

日は残存値
備　　　　　　　　 考

W －11 3 4 3 4 5 3 6 1 区 古 墳 （27 ．3） 13 ．6 2 ．3
1／2欠 損 ・長 方 形 状 ？ ・三 角 に並 ぶ 穿 孔 で 、 円 形 穿 孔 2 、 方 形

穿 孔 1 ・片 面 の 方 形 穿 孔 部 に帯 状 の 凹 有

W －12 3 4 3 4 5 3 0 1 区 古 墳 29 ．7 （16 ．2 ） 2 ．0 1／2欠 損 ・長 方 形 状 ？ ・円 形 穿 孔 2 、 不 整 形 穿 孔 1 が 並 ぶ

W －13 3 5 3 5 4 4 7 1 区 古 墳 30 ．5 （9 ．9 ） 2 ．2 1／2以 上 欠 損 ・長 方 形 状 ？ ・三 角 に並 ぶ 楕 円 形 穿 孔 3

W －33 3 8 3 7 6 7 7 1 区 弥 生 （24 ．4） （11 ．8 ） 1 ．5 1／2欠 損 ・隅 丸 長 方 形 状 ・円 形 穿 孔 3 ・片 面 片 側 に 段 有

W －34 3 8 3 7 6 7 9 1 区 弥 生 31 ．2 14 ．9 1 ．6 完 形 ・長 方 形 状 ・Ⅴ 字 状 決 り 4

W －35 3 8 3 7 8 5 6 1 区 弥 生 33 ．2 （14 ．5 ） 2 ．1 完 形 ・長 方 形 状 ・U 字 状 決 り 4 ・片 面 中 央 に 削 り痕 有

W －36 3 8 3 7 6 7 8 1 区 弥 生 （3 1：1） （14 ．4 ） 1 ．8 一 部 欠 損 ・長 方 形 状 ・Ⅴ 字 状 挟 り痕 4

W －37 3 8 3 7 8 6 0 1 区 弥 生 29 ．0 （6 ．2 ） 1 ．6 1／2欠 損 ・長 方 形 状 ？ ・円 形 穿 孔 痕 2

W －38 3 8 3 7 8 6 8 1 区 弥 生 37 ．6 （8 ．6 ） 1 ．9 2／3欠 損 ・長 方 形 状 ？ ・円 形 穿 孔 痕 2

W －39 3 8 3 8 1 1 2 1 1 区 弥 生 （22 ．3） ．（4 ．8 ） 1 ．8 2／3欠 損 ・隅 丸 長 方 形 状 ？ ・円 形 穿 孔 痕 2

W －40 3 8 ・38 6 8 5 1 区 弥 生 （23 ．5） （6 ．5 ） 1．2 欠 損 ・ 1 隅 を 削 り取 る ・穿 孔 痕 1

W －41 3 8 3 7 8 6 1 1 区 弥 生 36 ．1 （6 ．9 ） 1 ．7 2／3欠 損 ・長 方 形 状 ？ ・方 形 穿 孔 痕 2

W －44 4 0 3 8 1 1 9 9 2 区 古 墳 （31 ．8） （7 ．4 ） 1 ．1 1／2欠 損 ・隅 丸 長 方 形 状 ？ ・円 形 穿 孔 痕 2

W －45 4 0 3 8 1 1 6 5 2 区 古 墳 35 ．8 （8 ．3 ） 1 ．5 1／2欠 損 ・隅 丸 長 方 形 状 ？ ・円 形 穿 孔 2 ・焦 痕 有

W －46 4 0 3 8 1 1 9 4 2 区 弥 生 38 ．4 （14 ．3 ） 1．1
大 足 ・一 部 欠 損 ・長 方 形 状 ・．円 形 穿 孔 6 ・U 字 状 挟 り 2

挟 り痕 2

W －47 4 1 3 9 6 1 4 4 区 古 墳 40 ．7 （27 ．9 ） 2 ．2 ほ ぼ 完 形 ・長 方 形 状 ・円 形 穿 孔 4

W －48 4 1 3 9 4 3 0 4 区 古 墳 41 ．8 （13 ．8 ） 1 ．6 1／2欠 損 ・隅 丸 長 方 形 状 ？ ・方 形 穿 孔 2

W －4 9 4 1 3 9 4 3 3 ．4 区 古 墳 32 ．3 （8 ．0 ） 1 ．7　－2／3欠 損 ・隅 丸 長 方 形 状 ？ ・円 形 穿 孔 2

W －5 0 4 1 3 9 1 1 8 9 4 区 古 墳 40 ．9 （13 ．3 ） 2 ．8 1／2欠 損 ・長 方 形 状 ？ ・円 形 穿 孔 2

W －5 1 4 1 3 9 5 6 2 4 区 古 墳 37 ．4 （11 ．8 ） 1 ．4 1／2欠 損 ・長 方 形 状 ？ ・長 方 形 穿 孔 2

W －5 2 4 1 3 9 5 6 1 4 区 古 墳 32 ．0 （9 ．0 ） 1 ．0 1／2欠 損 ・長 方 形 状 ？ ・円 形 穿 孔 2

W －5 3 4 1 3 9 7 3 1 4 区 古 墳 （．38 ．4） （8 ．1 ） 1 ．1 2／3欠 損 ・長 方 形 状 ？ ・円 形 穿 孔 痕 2

W －5 4 4 2 4 0 6 9 5 4 区 古 墳 （26 ．1） （4 ．6 ） 1 ．6 大 半 欠 損 ・穿 孔 痕 1

W －5 5 4 2 4 0 4 1 7 4 区 古 墳 （36 ．3） （7 ．7 ） 1 ．2 1／2欠 損 ・隅 丸 長 方 形 状 ？ ・楕 円 形 穿 孔 1 ・穿 孔 痕 1

W －5 6 4 2 4 0 7 0 8 4 区 古 墳 （3i ．7） （9 ．4 ） 1 ．2 1／2欠 損 ・隅 丸 長 方 形 状 ？ ・穿 孔 痕 2

W －5 7 4 2 4 0 6 7 4 区 古 墳 （28 ．8） （9 ．3 ） 1 ．7 1／2欠 損 ・隅 丸 長 方 形 状 ？ ・穿 孔 痕 2

W －5 8 4 2 4 0 5 2 4 区 古 墳 60 ．2 18 ．7 2 ．3 ほ ぼ 完 形 ・、長 方 形 状 ・方 形 穿 孔 2 ・片 側 に U 字 状 決 り 2

W －5 9 4 2 4 0 6 9 0 4 区 古 越 44 ．5 22 ．7 1 ．8 一 部 欠 損 ・長 方 形 状 ・方 形 穿 孔 2 ・片 側 に Ⅴ 字 状 決 り 2

W －6 0 4 2 4 0 4 7 1 、 4 区 古 墳 43 ．5 14 ．6 1 ．5 ほ ぼ 完 形 ・長 方 形 状 ・Ⅴ 字 状 挟 り 2 ・Ⅴ 字 状 挟 り痕 2

W －6 1 4 2 4 0 4 4 4 4 区 古 墳 45 ．2 （9 ．7 ） 1 ．4 1／2欠 揖 ・長 方 形 状 ？ ・U 字 状 決 り 2

W －6 2 4 3 4 1 1 2 0 3 4 区 古 墳 61 ．5 18 ．9 2 ．6 完 形 ・片 側 の 両 端 が 切 断 さ れ る ・U 字 状 決 り 4

W －6 3 4 3 4 1 4 2 4 4 区 古 墳 29 ．6 （15 ．7 ） 1 ．6 一 部 欠 損 ・長 方 形 状 ・U 字 状 挟 り 4

W －6 4 4 3 4 1 5 9 9 4 区 古 墳 34 ．3 12 ．6 1 ．5 ほ ぼ 完 形 ・長 方 形 状 ・U 字 状 決 り 4

W －6 5 4 3 4 1 8 9 5 4 区 古 墳 30 ．9 （4 ．1 ） 1 ．4 1／4 欠 損 ・隅 丸 長 方 形 状 ？ ・U 字 状 決 り ‘2 ・U 字 状 決 り痕 1

W －6 6 4 3 4 1 5 6 7 4 区 古 墳 35 ．3 6 ．2 1 ．7 完 形 ・長 方 形 状 ・U 字 状 挟 り 4

W －．6 7 4 3 4 1 5 9 1 4 区 古 墳 49 ．3 14 ．6 2 ．0 完 形 ・長 方 形 状 ・U 字 状 挟 り 4

W －6 8 4 3 4 1 4 4 4 4 区 古 墳 45 ．2 （9 ．．4 ） 1 ．4 1／2 欠 損 ・長 方 形 状 ？ ・U 字 状 挟 り 2

W －6 9 4 3 4 1 4 4 3 4 区 古 墳 45 ．0 10 ．5 1 ．5 ほ ぼ 完 形 ・長 方 形 状 ・U 字 状 決 り 4

W －7 0 4 4 4 2 6 0 2 4 区 古 墳 38 ．4 （10 ．7 ） 2 ．8 1／4 欠 損 ・長 方 形 状 ？ ・U 字 状 決 り 2 ・U 字 状 決 り痕 2

W －7 1 4 4 4 2 4 2 8 4 区 古 墳 40 ．0 （7 ．4 ） 1 ．8 1／2 欠 損 ・長 方 形 状 を 呈 す が 片 側 は 隅 丸 状 ・Ⅴ 字 状 決 り 2

W 「7 2 4 4 4 2 、 578 4 区 古 墳 27 ．5 （12 ．5 ） 1 ．4 1／4欠 損 ・長 方 形 状 ？ ・Ⅴ 字 状 挟 り 2

W －7 3 4 4 4 2 1 2 0 0 4 区 古 墳 32 ．8 （12 ．5 ） 2 ．4
1／4欠 損 ・隅 丸 長 方 形 状 ？ ・Ⅴ 字 状 決 り 2 ・挟 り痕 1

U 字 状 挟 り痕 1

W －7 4 4 4 4 2 4 3 7 4．区 古 墳 40 ．5 （8 ．2 ） 1 ．7
1／2欠 損 ・隅 丸 長 方 形 ？ ・Ⅴ 字 状 挟 り 2

そ の 内 側 に 方 形 の 穿 孔 痕 2

W －7 5 4 4 ‘42 4 4 2 4 区 古 墳 39 ．8 （17 ．4 ） 1 ．5
1／3欠 損 ・隅 丸 長 方 形 状 ・円 形 穿 孔 4 ＿・円 形 穿 孔 痕 2

U 字 状 挟 り痕 3

W －7 6 4 4 4 2 6 9 6 4 区 古 墳 37 ．8 21 ．7 2 ．0
ほ ぼ 完 形 ・不 整 長 方 形 状 ・方 形 穿 孔 1 ・U 字 状 挟 り 4

決 り痕 2
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表3　木製品一覧表（3）

番 号 挿 図 図 版
遺 物

番 号
地 区 時 期

最大長 （cm）

O は残存値

最大幅 （cm）

（氾 残存値

最大厚 （cm）

日は残存値
備　　　　　　　　 考

W －77 4 4 4 2 5 3 4 区 古 墳 3 7 ．4 （8 ．2 ） 1．5 1／2欠 損 ・長 方 形 状 ？ ・U 字 状 決 り 3

W －78 4 5 4 3 4 8 8 4 区 ．古 墳 53 1 0 ．9 1．6 ほ ぼ 完 形 ・長 方 形 状 ・U 字 状 挟 り 8

W －79 4 5 4 3 4 2 1 4 区 古 墳 5 1．6 （24 ．9 ） 1 ．6 一 部 欠 損 ・長 方 形 状 ？ ・Ⅴ 字 状 決 り 4 「中 央 に 方 形 穿 孔 1

W －117 5 1 4 6 8 4 9 4 区 古 墳 24 ．1 （8 ．3 ） 1 ．4 1／2欠 損 ・長 方 形 状 ？ ・円 形 穿 孔 2 ・円 形 穿 孔 痕 2

W －118 5 1 4 6 8 3 9 4 区 古 墳 （30．．0） （ 7 ．3 ） ．1 ．2 1／2欠 損 ・隅 丸 長 方 形 状 ？ ・楕 円 形 穿 孔 1 ・楕 円 形 穿 孔 痕 1

W －119 5 1 4 6 7 7 2 4 区 古 墳 40 ．2． （ 9 ．0 ） 2 ．4 欠 損 ・長 方 形 状 ？ ・方 形 穿 孔 （決 り ？） 痕 2

W －120 5 1 4 6 8 1 4 4 区 古 墳 44 ．3 （ 5 ．6 ） 1 ．7 2／3欠 損 ・長 方 形 状 ？ ・楕 円 形 穿 孔 痕 2

W －121 5 1 4 7 7 6 0 4 区 古 墳 （37 ．8 ） （ 7 ．3 ） 1 ．3 1／2 欠 損 ・長 方 形 状 ？ ・楕 円 形 穿 孔 2

W －122 5 1 4 7 8 0 7 4 区 古 墳 31 ．2 （11 ．5 ） 1 ．4 2／3 欠 損 ・隅 丸 方 形 状 ？ ・円 形 穿 孔 痕 2

W －123 5 1 4 7 8 2 9 4 区 古 墳 22 ．0 （13 ．5 ） 1 ．7 1／3 欠 損 ・隅 丸 方 形 状 ・円形 穿 孔 2 ・円 形 穿 孔 痕 2

W －124 5 1 4 7 7 6 0 4 区 古 墳 （33 ．9 ） （ 9 ．2 ） 1 ．8 2／3 欠 損 ・隅 丸 長 方 形 状 ？ ・楕 円 形 穿 孔 痕 2

W －125 5 1 4 7 8 1 1 4 区 古 墳 （34 ．6 ） （ 9 ．9 ） 1 ．6 2／3 欠 損 ・隅 丸 方 形 状 ？ ・長 方 形 穿 孔 2

W －126 5 2 4 7 7 8 1 4 区 古 墳 45 ．2 （12 ．5 ） 1 ．3 1／2 欠 損 ・長 方 形 状 ？ ・楕 円 形 穿 孔 2

W －127 5 2 4 7 7 9 2 4 区 古 墳 72 ．6 17 ．7 2 ．1 完 形 ・長 方 形 状 ・U 字 状 決 り 4

W －12 8 5 2 4 8 8 5 2 4 区 古 墳 4 6 ．5 （1 7．1 ） 1 ．8
一 部 欠 損 ・不 整 隅 丸 長 方 形 状 ？ ・U 字 状 決 り 4

長 方 形 穿 孔 1

W －12 9 5 2 4 8 8 3 5 4 区 古 墳 3 4 ．6 （7 ．0 ） 1 ．2 1／2欠 損 ・長 方 形 状 ？ ・決 り （穿 孔 ） 痕 4

W －13 0 5 2 4 8 7 9 7 4 区 古 墳 1 7 ．7 27 ．2 2 ．0 ほ ぼ 完 形 ・長 方 形 状 ・U 字 状 決 り 2 ・片 側 に 皿 状 挟 り 1

W －13 1 5 2 4 8 7 3 8 4 区 古 墳 32 ．5 （19 ．5 ） 1．5 完 形 ・長 方 形 状 ・方 形 穿 孔 4 ・U 字 状 決 り 2

W －132 5 3 4 8 8 4 4 4 区 古 墳 49 ．9 11 ．8 2 ．3 完 形 ・長 方 形 状 ・片 側 に段 有 し方 形 穿 孔 1 ・U 字 状 決 り 4

W －133 5 3 4 8 8 1 6 4 区 古 墳 27 ．5 （12 ．6 ） 1 ．6 欠 損 ・長 方 形 状 ？ ・円 形 穿 孔 2 ・穿 孔 痕 2 ・長 方 形 挟 り 1

W －141 5 4 4 9 8 7 0 4 区 古 墳 23 ．0 （10 ．9 ） 2 ．7 1／2欠 損 ・隅 丸 方 形 状 ？ ・円 形 穿 孔 2

W －142 5 5 4 9 8 9 7 4 区 古 墳 22 ．3 （8 ．0 ） 2 ．2 1／2欠 損 ・隅 丸 方 形 状 ？ ・円 形 穿 孔 2

W －143 5 5 4 9 9 10 4 区 古 墳 29 ．3 （15 ．6 ） 1 ．7 1／3欠 損 ・方 形 状 ？ ・方 形 穿 孔 2

W －144 5 5 5 0 8 6 5 4 区 古 墳 28 ．6 （16 ．1 ） 2 ．5 欠 損 ・長 方 形 状 ？ ・方 形 穿 孔 痕 2

W －145 5 5 5 0 1 0 2 1 4 区 古 墳 46 ．3 12 ．5 1 ．6 一 部 欠 損 ・半 月 状 ・Ⅴ 字 状 決 り 4 ・片側 に小 円 形 穿 孔 2

W －146 5 5 5 0 8 9 6 4 区 古 墳 51 ．5 （12 ．2 ） 1 ．5 1／2 欠 損 ・長 方 形 状 ？ ・U 字 状 操 り 2

W －147 5 5 5 0 8 6 7 4 区 古 墳 30 ．7 （ 9 ．8 ） 1 ．5 1／2 欠 損 ・長 方 形 状 ・方 形 穿 孔 2 ・楕 円 形 穿 孔 1

W －148 5 6 5 0 1 1 9 5 5 区 古 埠 （35 ．7） （18 ．5 ） 1 ．7 一 部 欠 損 ・長 方 形 状 ・方 形 穿 孔 4

W －149 5 6 5 0 1 0 9 7 5 区 古 墳 39 ．4 18 ．1 1 ．6
完 形 ・隅 丸 長 方 形 状 ・方 形 穿 孔 2 ・Ⅴ 字 状 挟 り 4　 ＿

小 長 方 形 穿 孔 2

W －15 0 5 6 ・ ‘5 0 1 1 4 8 5 区 古 墳 36 ．1 9 ．7 1 ．4 ほ ぼ 完 形 ・長 方 形 状 ・U ‘字 状 決 り 4

W －15 1 5 6 5 0 1 1 4 7 5 区 古 墳 29 ．2 1 1．9 1 ．9 完 形 ・長 方 形 状 ・U 字 状 決 り 4

W －152 5 6 5 0 1 1 5 9 5 区 古 墳 （3 1 ．9） （15 ．7 ） 2 ．1 ．1／3欠 損 ・隅 丸 方 形 状 ？ ・長 方 形 穿 孔 3 ・穿 孔 痕 3

W －153 5 6 5 0 1 1 1 6 5°区 古 墳 3 2 ．1 （7 ．8 ） 1．6 2 ／3欠 損 ・隅 丸 方 形 状 ？ ・長 方 形 穿 孔 2 ・長 方 形 穿 孔 痕 2

W －156 5 7 5 1 1 18 6 5 区 弥 生 2 6 ．1 22 ．2 2 ．3 完 形 ・隅 丸 方 形 状 ・円 形 穿 孔 4

W －157 5 7 5 1 1 1 3 4 5 区 弥 生 38 ．0 26 ．5 1 ．8 完 形 ・長 方 形 状 を 呈 す が 片 側 に 弓 状 の 決 り ・U 字 状 挟 り 2

W －158 5 7 5 1 1 1 7 8 5 区 弥 生 43 ．0 （14 ．2 ） 1 ．8
一 部 欠 損 ・長 方 形 状 を呈 す が 1 隅 が切 断 さ れ る

U 字 状 挟 り 3 ・決 り痕 1

W －159 5 7 5 1 1 1 6 2 5 区 弥 生 48 ．4 20 ．7 2 ．3 一 部 欠 損 ・長 方 形 状 ・U 字 状 決 り 2 ・U 字 状 決 り痕 2

W －160 5 7 5 1 1 1 6 0 5 区 弥 生 35 ．1 （7 ．7 ） 1 ．9 1／2 欠 損 ・隅 丸 長 方 形 状 ？ ・円 形 穿 孔 2

W －162 5 8 5 2 1 0 6 9 7 区 古 墳 39 ．7 15 ．0 1 ．9 完 形 ・不 整 隅 丸 方 形 状 ・方 形 穿 孔 4

W －163 5 8 5 2 1 0 6 8 7 区 古 墳 29 ．0 （10 ．5 ） 2 ．2 1／2 欠 損 ・方 形 状 ？ ・穿 孔 痕 2

W －164 5 8 5 2 1 0 8 5 7 区 古 墳 48 ．3 （13 ．4 ） 1 ．6 2／3 欠 損 ・隅 丸 方 形 状 ？ ・穿 孔 痕 2

W －165 5 8 5 2 9 1 7 7 区 古 墳 （27 ．9 ） （ 8 ．0 ） 1 ．4 1／2 欠 損 ・隅 丸 方 形 状 ？ ・円 形 穿 孔 痕 2

W －166 5 8 5 2 1 0 1 8 7 区 古 墳 29 ．9 （11 ．7 ） 1 ．7 1／2 欠 損 ・2 隅 と も に切 断 さ れ る ・穿 孔 痕 2

W －167 5 8 5 2 9 1 8 7 区 古 墳 34 ．5 （17 ．3 ） 1 ．8 1／2 欠 損 ・隅 丸 方 形 状 ？ ・穿 孔 2

W －168 5 8 5 2 1 0 1 9 7 区 古 墳 30 ．2 （18 ．2 ） 2 ．0 1／4 欠 損 ・方 形 状 ・円形 穿 孔 2 ・円 形 穿 孔 痕 2

W －16 9 5 9 5 3 1 0 6 4 7 区 古 墳 35 ．8 （13 ．3 ） 2 ．1 1／2 欠 損 ・方 形 状 ・楕 円 形 穿 孔 2 ・U 字 状 決 り 2
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表4　木製品一覧表（4）

番 号 挿 図 由 版
遺 物

番 号
地 区 時 期

最大長（cm）

日は残存値

最大幅（cm）

日は残存値

最大厚（cm）

日は残存値
備　　　　　　　　 考

W －170 5 9 5 3 1 1 0 2 7 区 古 墳 41 ．3 25 ．2 2 ．2 完 形 ・長 方 形 状 ・Ⅴ 字 状 決 り 4

W －171 5 9 5 3 1 1 1 2 7 区 古 墳 37 ．5 （9 ．7 ） 1．0 欠 損 ・長 方 形 状 ・決 り （穿 孔 ） 痕 3

W －172 5 9 5 3 1 1 13 7 区 古 墳 （51 ．6） （10 ．9 ） 1 ．9 欠 損 ・片 側 が 斜 め に 切 断 さ れ る ・U 字 状 挟 り 2

W －173 5 9 5 3 1 0 5 2 7 区 古 墳 38 ．2 （17 ．9 ） 1 ．1 一 部 欠 損 ・長 方 形 状 ・Ⅴ 字 状 決 り 2 ・挟 り痕 1

W －174 5 9 5 3 1 0 9 3 7 区 古 墳 35 ．0 9 ．5 1．4 完 形 ‘・不 整 台 形 状 ・Ⅴ 字 状 決 り 4

W －175 5 9 5 3 1 0 3 0 7 区 古 墳 50 ．7 （7 ．3 ） 1．1 欠 損 ・長 方 形 状 ？ ・決 り痕 2

W －176 6 0 5 4 1 1 1 0 7 区 古 墳 30 ．6 ． （6 ．6 ） 1．2 欠 損 ・長 方 形 状 ？ ・方 形 穿 孔 痕 2

W －177 6 0 5 4 1 0 3 8 7 区 古 墳 29 ．9 （7 ．0 ） 1．2 1／2欠 損 ・長 方 形 状 ？ ・U 字 状 決 り 2

W －178 6 0 5 4 1 0 9 8 7 区 古 墳 26 ．5 （6 ．7 ） 2 ．7 1／2欠 損 ・長 方 形 状 ？ ・Ⅴ 字 状 挟 り 2

W －179 6 0 5 4 1 0 2 0 7 区 古 墳 3 1 ．7 （10 ．6 ） 1．9 1／2欠 損 ・長 方 形 状 ？ ・Ⅴ 字 状 決 り 2

W －180 ，60 5 4 1 0 3 9 7 区 古 墳 35 ．2 （10 ．7 ） 2 ．2 2／3欠 損 ・方 形 状 ？ ・穿 孔 痕 2

W －181 6 0 5 4 1 1 0 7 7 区 古 墳 50 ．1 19．・9 2 ．3
ほ ぼ 完 形 ・隅 丸 長 方 形 状 ・片 側 に 弓 状 の 決 り有

U 字 状 挟 り 5

W －195 6 3 5 6 1 1 2 8 7 区 弥 生 27 ．6 （18 ．2 ） 1．7 1／6欠 損 ・方 形 状 ？ ・楕 円 形 穿 孔 4 ・焦 痕 有

W －196 6 3 5 6 1 1 0 0 7 区 弥 生 32 ．3 21 ．8 2 ．1 完 形 ・長 方 形 状 を 呈 す が 片 側 隅 丸 ・方 形 穿 孔 4 ・小 穿 孔 1

W －197 6 3 5 6 1 1 2 4 7 区 弥 生 3 1 ．6 （5 ．7 ） 1．8 欠 損 ・端 が 切 断 さ れ る ・穿 孔 痕 2

W －198 6 3 5 6 1 0 8 2 7 区 弥 生 33 ．4 （11 ．7 ） 2 ．0 1／2欠 損 ・隅 丸 方 形 状 ？ ・不 整 形 穿 孔 2

W －199 6 3 5 6 1 1 6 1 7 区 弥 生 3 1 ．7 （11 ．0 ） 1．2 1／2欠 損 ・長 方 形 状 ？ ・Ⅴ 字 状 挟 り 2

W －200 6 3 5 6 1 1 2 6 7 区 弥 生 47 ．3 13 ．1 2 ．2 完 形 ・長 方 形 状 を 呈 す が 片 側 が 丸 い ・U 一字 状 決 り 4

W －201 6 3 5 7 1 0 1 0 7 区 弥 生 3 1 ．2 （8 ．4 ） 1．4 1／2欠 損 ・長 方 形 状 ？ ・円 形 穿 孔 2 ・U 字 状 決 り 1

W －202 6 4 5 7 1 0 9 9 7 区 弥 生 33 ．0 18 ．9 1．5 1／4欠 損 ・隅 丸 方 形 状 ？ ・円 形 穿 孔 2 ・穿 孔 痕 2

W －203 6 4 5 7 1 0 9 1 7 区 弥 生 （36 ．3） 7 ．7 1．2 ・完 形 ・長 方 形 状 ・U 字 状 決 り 2 ・挟 り途 中 の 凹 2

柄・棒状木製品

番 号 挿 図 図 版
遺 物

番 号
地 区 時 期

最大長 （cm）

日は残存値

最大幅 （cm）

日は残存値

最大厚 （cm）

日は残存値
備　　　　　　　　 考

W －2 4 3 6 3 6 5 4＿3 1 区 古 墳 （13 4 ．4） 4 ．2 2 ．9 欠 損 ・角 棒 ・丁 寧 な 面 取 り

W －2 5 3 6 3 6 6 3 1 1 区 古 墳 （11 2 ．5） 4 ．1 欠 損 ・端 部 が 面 取 り さ れ 平 坦 面 有 ・柄

W －2 7 3 6 3 6 5 4 0 1 区 古 墳 （74 ．9） 4 ．3 2 ．3 欠 損 ・上 部 に 挟 り面 を もつ 角 柄

W －2 9 3 7 3 6 7 0 4 1 区 古 墳 （74 ．2） 3 ．9 欠 損 ・全 面 丸 く丁 寧 に 加 工

W －1 0 0 4 8 4 5 5 0 3 4 区 古 墳 （10 1 ．0） 4 ．1 3 ．3 欠 損 ・角 棒 ・丁 寧 な 面 取 り

W －1 0 1 4 8 － 5 6 8 4 区 古 墳 （10 0 ．7） 3 ．9 3 ．5 欠 損 ・角 棒 ・丁 寧 な 面 取 り

W －1 0 6 4 9 4 5 8 0 9 4 区 古 墳 75 ．3 2 ．8 2 ．6 lほ ぼ 完 形 ・角 棒 ・一 部 切 り傷 痕 有

杭

番号 挿図 図版
遺物

番 号
地 区 時期

最大長（cm）

O は残存値

最大幅（cm）

日は残存値

最大厚（cm）

O は残存値
備　　　　　　　　 考

W －26 36 36 53 8 1 区 古 墳 8 1 ．7 6 ．0 2 ．1 完 形 ・角杭

W －28 37 － 5 11 1 区 古 墳 （7年・6） 3 ．7 1．8 欠損 ・上 部 にわず かに切 り込 み有

W －30 37 36 67 4 1 区 古 墳 （6 1 ．8） 14 ．2 4 ．8 上 部欠損 ・平 板杭 ・削 り痕 を明瞭 に残す

W －99 48 45 89 0 4 区 古 墳 56 ．3 4 ．4 2 ．2 完 形 ・角杭 ・上 部 に円形 穿孔 1

W －102 48 45 84 8 4 区 古 墳 （95 ．3） 5 ．5 5 ．5 上 部欠損 ・角杭

W －103 48 45 102 4 4 区 古 墳 （10 1 ．8） 6 ．5 5 ．1 上 部欠損 ・角 杭

W －104 48 45 120 2 4 区 古墳 118 ．9 9 ．1 3 ．5 完 形 ・角杭

W －105 48 45 69 3 4 区 古墳 149 ．8 10 ．7 4 ．8 上 部欠 損 ・断 面半 月状 を呈す杭 ・樹種 は広 葉樹

W －107 49 45 50 4 4 区 古 墳 （76 ．7） 4 ．2 3 ．1 欠損 ・やや 丸み を もつ角杭 ・刻 み 目を 2 つ もつ

W －108 49 45 50 0 4 区 古 墳 77 ．8 4 ．4 2 ．5 完 形 ？やや 丸み を もつ角杭 ・上 端 に挟 り有

W －109 49 45 72 8 4 区 古 墳 （75 ．3） 2 ．6 2 ．3 上 部欠 損 ・角杭

W －110 49 45 70 9 4 区 古 墳 （76 ．7） 4 ．3 4 ．2 欠損 ・やや 丸み を もつ角杭
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表5　木製品一覧表（5）

番 号 挿 図 図 版
遺 物

番 号
地 区 時 期

最大 長（cm）

日 は残 存値

最大 幅（cm）

O は残存値

最大厚 （cm）

O は残存値
備　　　　　　　　 考

W －111 49 4 5 8 8 9 4 区 古 墳 （88 ．5 ） 9 ．3 5 ．1 上 部 欠 損 ・角 杭 ・削 り痕 明 瞭

W －112 ‘49 45 9 8 8 4 区 古 墳 86 ．8 8 ．8 5 ．2 完 形 ・角 杭 ・上 部 に 段 を もつ ．・切 り傷 痕 多

W －139 53 4 9 8 1 5 4 区 古 墳 （72 ．2 ） 2 ．5 2 ．9 ほ ぼ 完 形 ・角 杭

W －140 53 4 9 9 9 0 4 区 古 墳 （67 ．2 ） 5 ．4 3 ．3 先 端 部 欠 損 ・角 杭

W －190 62 5 5 1 0 8 0 7 区 古 墳 69 ．0 13 ．6 4 ．4 完 形 ・平 板 杭 ・上 部 に 段 を もつ ・焼 痕 有

W －192 62 5 5 1 0 2 9 7 区 古 墳 （118 ．9 ） 9 ．1 3 ．5 完 形 ・角 杭

W －193 62 5 5 1 0 5 1 7 区 古 墳 （119 ．0 ） 6 ．4 5 ．2 欠 損 ・角 杭 ・中 程 に Ⅴ 字 状 の 挟 り有

建築部材・梯子

番 号 挿 図 図 版
遺 物

番 号
地 区 時 期

最 大長（cm）

（）は残 存値

最大 幅（cm）

O は残 存値

最 大厚 （cm）

日 は残存値
備　　　　　　　　 考

W －3 1 3 7 3 6 5 1 3 1 区 古 墳 （166 ．0 ） 10 ．2 3 ．3
ト ヨ ・一 部 欠 損 ・丸 太 材 を 決 りU 字 状 に加 工

底 面 中 央 に 窪 み 有

W T 1 1 6 5 0 4 6 7 1 0 4 区 古 墳 53 ．6 2 1 ．7 －
柱 ？ ・欠 損 ・丁 寧 な 面 取 り ・方 形 穿 孔 痕 1

W －19 4 6 2 5 5 1 0 4 7 7 区 古 墳 31 ．4 1 6 ．4 －
柱 ・欠 損 ・先 端 が 実 る ・丸 木 を そ の ま ま使 用 ？

W －11 3 5 0 4 6 1 1 9 6° 4 区 古 墳 （92 ．9） 9 ．9 4 ．6
部 材 ・欠 損 ・丸 太 材 を Ⅴ 字 状 に 挟 る ・片 隅 が や や 実 る

方 形 穿 孔 2

W －18 9 6 2 5 5 1 0 2 7 7 区 古 墳 61 ．2 （12 ．6 ） 2 ．2 部 材 ・欠 損 ・方 形 穿 孔 2 ・長 方 形 穿 孔 1 ・片 側 に 凹 部 2

W －11 4 5 0 4 6 9 7 4 4 区 古 墳 13 2 ．占 15 ．7 5 ．5
梯 子 ・完 形 ・30c m 間 隔 に 4 段 ・下 端 に 長 方 形 穿 孔 2

長 方 形 状 決 り 1

W －11 5 5 0 4 6 7 0 3 4 区 古 墳 22 5 ．0 1 7 ．5 3 ．5 梯 子 ・ほ ぼ 完 形 ・3 3cm 間 隔 に 6 段 ・足 掛 部 か な り欠 損

大型板状木製品

番 号 挿 図 図版
遺物

番号
地 区 時 期

最大長（cm）

日は残存値

最大幅（cm）

日は残存値

最大厚（cm）

日は残存値
備　　　　　　　　 考

W －15 35 35 62 9 1 区 古 墳 （59 ．2） 11 ．4 1 ．9 欠損 ・楕 円形 穿孔痕 1

W －17 35 35 5 10 1 区 古 墳 （105 ．6） 10 ．7 3 ．1 欠損 ・長方形 穿孔 2

W －18 35 35 54 1 1 区 古 墳 （84 ．2） 13 ．3 1 ．9 欠損 ・長方形 穿孔 3 ・穿 孔痕 1

W －19 35 35 45 8 1 区 ‘古 墳 （96 ．3） 18 ．0 2 ．6 欠損 ・決 り痕 1

W －2 0 35 35 45 9 1 区 古 墳 （84 ．0） 7 ．4 2 ．1 欠損 ・－U 字状 決 り痕 1

W －2 1 36 35 5 12 1 区 古 墳 100 ．3 （19 ．1 ） 4 ．8 欠損 ・貫 通 しな い楕 円形 凹 1

W －2 2 36 36 55 7 1 区 古 墳 （20 1 ．3） 16 ．4 2 ．6 欠損 ・片端 に円形 穿孔 1

W －2 3 36 36 5 18 1 区 古 墳 134 ．5 16 ．0 2 ．3 完 形 ・片側面 に15 箇所刻 み有

W －9 2 47 4年 88 4 4 区 古 墳 104 ．2 （10 ．5 ・） 1 ．3 欠損 ・円形穿 孔・2

W －9 3 47 44 88 2 4 区 古 墳 100 ．7 9 ．3 1 ．3 欠損 ・円形穿 孔 2 ・穿孔 間が やや窪 む

W －9 4 47 45 55 7 4 区 古 墳 198 ．0 18 ．5 2 ．0 ほぼ完形 ・U 字状決 り 1

W －9 5 47 45 102 8 4 区 古 墳 （166 ．1） 23 ．2 4 ．2 欠損 ・長方形 穿孔 1

W －9 7 48 45 5 71 4 区 古 墳 （114 ．2） 11 ．8 3 ．1 欠損

W －9 8 48 － 76 8 4 区 古 墳 102 ．3 11 ．7 1 ．4 、完形 ・円形穿 孔 1

矢板・用途不明小型板状木製品

番 号 挿 図 図 版
遺 物

番 号
地 区 時 期

最大長 （cm）

日は残存値

最大幅 （cm）

O は残存値

最大厚（cm）

日は残存値
備　　　　　　　　 考

W －84 45 43 705 4 区 古 墳 29 ．4 13 ．8 1．4 矢 板 ・ほ ぼ 完 形 ・舌 状 形 ・中央 に 円 形 穿 孔 2 ・焦 痕 有

W －86 46 44 5 94 4 区 古 墳 （3 3 ．2） （8 ．3 ） 1．1 矢 板 ・欠 損 ・舌 状 形 ？ ・先 端 が 突 る

W －87 46 44 760 4 区 古 墳 （3 5 ．0） （6 ．6 ） 0 ．7 矢 板 ・1／2 欠 損 ・舌 状 形 を 呈 す が 先 端 が 突 る ・円 形 穿 孔 1

W －96 47 45 8 80 、 4 区 古 墳 8 1 ．6 （7 ．8 ） 1 ．8 矢 板 ・欠 損 ・先 端 が や や 実 る ・円 形 穿 孔 1

W －16 1 57 5 1 912 4 区 弥 生 1 5 5 ．1 12 ．2 1 ．5 矢 板 ・欠 損 ・卿 長 い 舌 状 形 ・円 形 穿 孔 痕 1

W －18 4 61 55 10 94 7 区 古 墳 4 4 ．0 9 ．6 1 ⊥0 矢 板 ・完 形 ・円 形 穿 孔 1

W －18 5 61 54 10 87 7 区 古 墳 （3 3 ．4） （4 ．9 ） 0 ．8 矢 板 「欠 損 ・舌 状 形 ？ ・円 形 穿 孔 1

W －14 35 35 6 33 1 区 古 墳 2 9 ．3 12 ．9 1 ．9 一 部 欠 損 ・片 側 に 弓 状 の 大 き な 決 り ・楕 円 形 穿 孔 1

－48－



表6　木製品一覧表（6）

番 号 挿 図 図 版
遺 物

番 号
地 区 時 期

最 大長（cm）

日は残存値

最 大幅（cm）

日 は残存値

最大厚 （cm）

日 は残存値
備　　　　　　　　 考

W －42 3‾9 38 85 7 1 区 弥 生 29 ．6 19 ．5 1 ．0 長 方 形 ・円 形 穿 孔 2 ・丁 寧 な 面 取 り

W －43 39 3 8 6 7 3 1 区 弥 生 33 ．9 （ 7 ．3 ） 1 ．7 欠 損 ・丁 寧 な 面 取 り

W －80 4 5 4 3 4 9 9 ・4 区 古 墳 62 ．4 16 ．4 1 ．9 完 形 ・長 方 形 状 ・U 字 状 の 決 り 2

W －81 4 5 4 3 9 7 6 4 区 古 墳 （35 ．2 ） （ 6 ．7 ） 1 ．3 欠 損 ・長 方 形 穿 孔 2

W －82 4 5 4 3 8 1 7 4 区 古 墳 （43 ．4 ） 6 ．1 1 ．6 欠 損 ・楕 円 形 穿 孔 1

W －83 4 5 4 3 4 6 0 4 区 古 墳 40 ．0 （10 ．6 ） 1 ．3 欠 損 ・円 形 穿 孔 1

W －85 4 6 4 4 8 8 1 4 区 古 墳 （44 ．8 ） 9 ．6 1 ．2 欠 損 ・先 が 突 る ・不 整 形 穿 孔 2 ・小 円 形 穿 孔 9

W －88 4 6 4 4 7 5 9 4 区 古 墳 （28 ．6 ） 10 ．2 1 ．2 欠 損 ・鳥 形 を呈 す ・丁 寧 な 面 取 り

W －89 4 6 4 4 4 9 8 4 区 古 墳 67 ．2 2 1 ．2 2 ．4 完 形 ・長 方 形 状 ・中 央 に 革 方 形 穿 孔 1 ・片 側 に方 形 穿 孔 1

W －90 4 6 4 4 4 6 5 4 区 古 墳 （22 ．8 ） （ 6 ．5 ） 1 ．0 1／4 欠 損 ・中 央 に 円 形 穿 孔 1 ・穿 孔 内 に 細 木 材 を つ め る

W －91 4 7 4 4 9 7 3 4 区 古 墳 （80 ．2 ） （2 3 ．3 ） 3 ．4 完 形 ・片側 が 丸 み を もつ 長 方 形 状 ・中 央 に楕 円 形 大 穿 孔 1

W －1 34 5 3 4 8 8 2 2 4 区 古 墳 19 ．9 13 ．0 0 ．9 完 形 ・円形 穿 孔 3 ・丁 寧 な 面 取 り

W －13 5 5 3 4 9 7 6 0 4 区 古 墳 24 ．9 8 ．5 1 ．0 ほ ぼ 完 形 ・円 形 穿 孔 7 ・丁 寧 な面 取 り

W －13 6 5 3 4 9 8 4 0 4 区 古 墳 （23 ．7 ） 8 ．3 0 ．9 欠 損 ・長 方 形 穿 孔 1

W －13 7 53 4 9 7 8 2 4 区 古 墳 （34 ．1 ） 8 ．3 1 ．5 欠 損 ・長 方 形 穿 孔 痕 1

W －13 8 53 4 9 8 4 3
4．’区 古 墳 （45 ．5 ） （ 8 ．3 ） 1 ．6 欠 損 ・長 方 形 穿 孔 痕 1

W －15 4 56 5 0 1 1 5 6 5 区 古 墳 87 ．0 （10 ．6 ） 1 ．7 欠 損 ・片 側 を 弓 状 に挟 る

W －18 2 60 5 4 1 0 7 0 7 区 古 墳 36 ．0 13 ．4 1 ．8 一 部 欠 損 ・不 整 隅 丸 長 方 形 状 ・片側 に 弓 状 の決 り

W －18 3 6 1 5 5 1 0 2 2 7 区 古 墳 35 ．1 1 7 ．4 0 ．8 ほ ぼ 完 形 ・舌 状 形 ・円 形 穿 孔 3 ・穿 孔 痕 1 ・丁 寧 な 面 取 り

W －18 7 6 1 5 5 9 1 5 7 区 古 墳 49 ．4 12 ．7 1 ．7
完 形 ・長 方 形 状 ・長 方 形 穿 孔 6

穿 孔 内 に は 薄 板 材 が つ め ら れ る ・切 り傷 痕

W －19 1 62 5 5 1 0 5 6 7 区 古 墳 （8 6 ．2） 16 ．7 2 ．1 欠 損 ・長 方 形 穿 孔 2 ・長 方 形 穿 孔 痕 1 ・U 字 状 挟 り痕 2

W －20 4 64 5 7 1 0 8 9 7 区 弥 生 （3 4 ．6） （5 ．2 ） 1 ．0 欠 損 ・U 字 状 決 り痕 1

W －2 12 65
－

133 1 区 中 世 （11 ．5） （2 ．9 ） 0 ．3 欠 損 ・短 辺 方 向 、 斜 め 方 向 に 多 数 刻 み 目 を もつ

W －2 13 65 5 7 3 9 6
1 直 中 世 （18 ．1） （4 ．0 ） 0 ．6 欠 損 ・円 形 ？

箸

番号 挿図 図版
遺物

番 号
地 区 時期

最大長（cm）

O は残存値

最大幅（cm）

日は残存値

最大厚（cm）

日は残存値
備　　　　　　　　 考

W －205 65 57 36 5 1 区 中世 （22 ．6） 0 ．4 ほぼ完形 ・丸筈

W －206 65 57 26 1 1 区 中世 （12 ．7） 0 ．8 欠損 ・丸箸

W －207 65 57 34 8 1 区 中華 （14 ．4） 0 ．7 欠損 ・丸筈

W －208 65 57 13 1 1 ．区 中世 （17 ．8） 0 ．7 欠損 ・丸箸

W －209 65 57 77 4 区 中世 （14 ．8） 0 ．7 欠損 ・丸等

W －210 65 57 23 6 4 区 中世 （13 ．7） 0 ．7 欠 損 ・丸箸

W －211 65 57 2 18 4 区 中世 （12 ．7） 0 ．9 0 ．5 欠 損 ・や や角 張 ってい る

番号 挿図 図版 遺物
番号

地区 時期 最大径（cm）
（）は残存値

最大残存高
（）は残存値 備　　　　　　　　 考

W －214 65 57 65 1 区 中世 8．6 （2 ．0 ） 欠損 ・椀の高台 ・植物の文様を描 く

W －215 65 57 10 1‘区 中世 13．5 （5 ．5 ） 欠損 ・椀の口綾部 ・文様がわずかに残 る

そ　の　他

番号 挿図 図版
遺物

番号
地区 時期

最大長（cm）

日は残存値

最大幅（cm）

日は残存値

最大厚（cm）

日は残存値
備　　　　　　　　 考

W －16 35 35 643 1 区 古墳 （71．5） 5．9 2．4 欠拐 ・厚板材 ・切 り傷痕多 ・作業台として使用 ？

W －32 37 36 653 1 区 古墳 （22．5） 1．1 1．0 欠損 ・角棒 ・屈曲部をもつ

W －186 61 － 1050 7 区 古墳 31．9 3．8 1．5 ほぼ完形 ・凸部をもつ

W －188 6 1 55 1013 7 区 古墳 65．7 9．0 3．7 欠損 ・人形 ？・決 りがあ り、有頭状 ・頭部に面取 り
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挿図331区古墳時代木製品（1）（S＝1／5）
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挿図341区古墳時代木製品（2）（S＝1／5）
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挿図361区古墳時代木製品（4）（S＝1／10）

－53－



∈ヨW－28

O S＝1：5　　　　　　20cm

挿図371区古墳時代木製品（5）（S＝1／5・1／10）
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挿図391区弥生時代木製品（2）（S＝1／5）
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挿図40　2区古墳時代・弥生時代木製品（S＝1／5）
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挿図42　4区古墳時代木製品（2）（S＝1／5）
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挿図43　4区古墳時代木製品（3）（S＝1／5）
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挿図44　4区古墳時代木製品（4）（S＝1／5）
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挿図45　4区古墳時代木製品（5）（S＝1／5）
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挿図46　4区古墳時代木製品（6）（S＝1／5）
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挿図47　4区古墳時代木製品（7）（S＝1／10）
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挿図48　4区古墳時代木製品（8）（S＝1／5・1／10）
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挿図49　4区古墳時代木製品（9）（S＝1／5）
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挿図60　7区古墳時代木製品（3）（S＝1／5）
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挿図63　7区弥生時代木製品（1）（S＝1／5）
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